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第２回広見町・日吉村合併協議会 会議録 

１ 招 集 日 時 平成１６年２月５日（木） 午後２時００分 

２ 招 集 場 所 日吉村住民センター ３階ホール 

３ 協 議 会 の 

開 閉 時 刻 

開会時刻 午後２時００分 

閉会時刻 午後５時３６分     

広 
 

見 
 

町 

町 長  松 浦 甚 一 

収入役  河 野 通 夫 

議 長  坂 本 末 光 

議 員  松 本   功 

議 員  松 田 八重子 

学 識  二 宮 建 一 

学 識  山 下 一 子 

学 識  谷 口 隆 義 

学 識  酒 井 哲 夫 

学 識  岩 本 益太郎 

日 
 

吉 
 

村 

村 長  山 本 雅 之 

助 役  大 森 時 政 

議 長  山 本 重 夫 

議 員  山 崎   保 

議 員  芝     進 

学 識  馬 木 正 雄 

学 識  宮 本 幸 孝 

学 識  宮 本 芳 春 

学 識  入 田 伸 介 

 

４ 出席委員の氏名 

宇和島地方局長  丹生谷 光 嘉 

５ 欠席委員の氏名 学 識  渡 辺 文 恵 

６ 職務のため出席 

した者の氏名 

宇和島地方局 山 瀨 喜 良 日 吉 村  音 地   博 

広 見 町  甲 岡 秀 文 

7  出席した事務局 

職員の職氏名 

事務局長   高田 正博      班員 渡邊 妙子 

次長     家森 康之      班員 鷲見 寿徳 

総務班長   松本 幸男      班員 布  正幸 

計画調整班長 宮本 茂幸 

８ 広見町・日吉村

合併協議会規約

第１１条により

出席を求めた者

の職氏名 

 

９ 傍 聴 人 の 数 １１人 

10 協 議 事 項 下記のとおり 

11 そ の 他  
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第２回 会議次第 
 
 
日程第１ 開  会 

日程第２ 会長あいさつ 

日程第３ 開議 

日程第４ 会議録署名委員の指名 

日程第５ 報告 

    (1) 報告第11号 新町建設計画策定小委員会報告について 

日程第６ 協議 

    (1) 協議第３号 新町の名称について 

(2) 協議第４号 新町の事務所の位置について 

(3) 協議第５号 財産の取扱いについて 

(4) 協議第６号 町村議会議員の任期及び定数の取扱いについて 

(5) 協議第７号 地方税の取扱いについて 

(6) 協議第８号 地域審議会の取扱いについて 

(7) 協議第９号 新町建設計画について 

(8) 協議第10号  特別職の職員の身分の取扱いについて 

(9) 協議第11号  条例、規則等の取扱いについて 

(10) 協議第12号  組織及び機構について 

(11) 協議第13号  一部事務組合等の取扱いについて 

(12) 協議第14号  補助金、交付金等の取扱いについて 

(13) 協議第15号  行政連絡機構の取扱いについて 

(14) 協議第16号  町字名の取扱いについて 

(15) 協議第17号  慣行の取扱いについて 

(16) 協議第18号  農業委員会委員の任期及び定数の取扱いについて 

 

追加日程 

        議案第7号   新町名候補選定小委員会の設置について 

 

日程第７ その他 

① 第３回広見町・日吉村合併協議会の日程について 

 

日程第８ 閉会あいさつ 

日程第９ 閉  会 
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家森次長    失礼します。定刻になりましたので、ただいまから広見町・日吉村合併

協議会第２回会議を開催いたします。 

開会に当たりまして、山本会長がごあいさつを申し上げます。 

 

山本会長    みなさんこんにちは。最近は暖冬続きでございましたけれども、今年に

なりまして寒の入り以来久方ぶりの豪雪に見舞われますし、また昨日は立

春といいながらこのような吹雪になりまして、いささか最近の気象条件の

変化に驚いております。 

        今日は第２回でございまして、第１回の席上で前提案の形で出させてい

ただいております案件がほとんどでございます。大変こういう悪天候の中

全員のご参集をいただきまして、ただ、日吉村の渡辺委員がご都合で欠席

でございますが、その他の全委員ご出席ありがとうございました。そして

なお、傍聴としてかなりの数あるわけでありますが、特に当村の議会議員

におかれましては、全員参加のようでございまして、心から感謝と敬意を

表したいと思います。 

        それでは、残されております時間はいささか短こうございますけれど

も、今後ご提案申し上げます案件は、すでに２町１村きほく合併協議会で

議論をいただきましたものがほとんどでございまして、そういう面からい

きますといささかスムーズに動くのではないかという期待を持っていると

ころでございます。そういいながらやはり新しい枠組みになりましたの

で、これがいいチャンスでありますから、十二分に前回ご議論を賜ってい

ない側面につきましても、積極的なご意見を賜ればありがたいと思うわけ

であります。つづいて地方局長さんご出席ありがとうございます。よろし

くお願い申し上げます。 

        それではただいまから、会を開かせていただきます。よろしくお願い申

し上げます。 

 

家森次長    では協議会規約の規定によりまして、これからの会議進行は山本会長に

お願いします。よろしくお願いいたします。 

 

山本会長    それではただいまから会議を開かせていただきます。 

       会議に入ります前に、会議録署名委員の指名をさせていただきたいと存じ

ます。今回の議事録署名委員に、広見町二宮建一委員、日吉村の山本重夫

委員にお願いしたいと思いますが、よろしゅうございましょうか。 

 

全委員     異議なし。 

 

山本会長    ご異議ないようでございますので、よろしくお願いいたします。 

 

山本会長    続きまして、日程第５報告でございますが、去る１月２６日に新町建設
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計画策定小委員会が開かれました。その席上で委員互選によりまして、前

回に続いて小委員長に広見町の坂本委員さん、副委員長に日吉村の芝委員

さんがご就任になりました。それではその後２月に入りましてから第２回

の小委員会も開催されておるようでございますので、併せてこの際坂本委

員長さんの方からご報告をお願いしたいと存じます。よろしくお願いいた

します。 

 

坂本委員長   失礼します。新町建設計画策定小委員会のこれまで２回にわたっての報

告をいたします。今ほど会長の方からご紹介がございましたが、１月２６

日に第１回の新町建設計画小委員会を開きまして、不肖私と芝進委員が正

副委員長の任を受けることになりました。今後ともよろしくお願いをいた

したいと思います。 

        それでは報告をいたします。第１回の協議から本日までに新町建設計画

策定小委員会を２回開催しておりますので、その中で協議いたしました内

容につきまして、概要をご報告いたします。 

        第１回の小委員会は、１月２６日午後２時から広見町町民会館３階大会

議室で、全委員出席の中で開催いたしました。 

        新町建設計画策定小委員会の役割やスケジュールについて事務局から説

明を受けて、来年１月１日を合併の目標期日とした場合、今後７月頃まで

に協議を重ね建設計画を策定しなければならないことを確認いたしており

ます。 

        その後、建設計画の策定手順について説明がありました。広見町と日吉

村による新町の目指す将来像は、これまで２町１村で検討してきた新町将

来構想や建設計画案の方向性と基本的には変わらないことから、策定済み

の計画案を基に、２町村に対応した新町建設計画として整理したものをた

たき台として、今後検討していくことが提案されました。 

        以上が第１回の協議の概要であります。 

        続きまして、第２回の小委員会につきましてご報告をいたします。 

        第２回の小委員会は２月３日午後２時から日吉村住民センター２階研修

室にて開催をいたしました。 

        第１回の小委員会で示された策定手順に基づいて事務局から建設計画案

の提示があり協議いたしました。計画本文への記述不足や表現方法の変更

等、数箇所の指摘がありましたが、それに対応した内容に修正したものを

建設計画原案として、愛媛県に意見照会を行うことを確認いたしておりま

す。 

        今後は、意見照会の過程の中で、県の立場から見た原案に対する修正意

見が提示されたら、小委員会の中でより深く掘り下げた形で検討し、事前

協議に向けての修正案を策定していく予定であります。 

        なお、事務局から提出された建設計画の案については、小委員会におい

ては協議途中であります。今後の県との協議等によって、内容に変更が生
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じることが考えられることから詳細については協議会に報告ができるので

はないかと考えております。今回のその内容については配布をしておりま

せん。 

        以上が第２回の小委員会の協議の概要の報告にいたしたいと思います。 

        

山本会長    はい。以上で第１回、第２回の新町建設計画策定小委員会の報告を終わ

ります。報告でございますのでご了承ということにしたいわけであります

が、特にご意見ございましたらお願いしたいと思いますが、ございません

か。はい、ないようでございますので報告のとおり承認することにいたし

ます。 

        それではいよいよ協議入らせていただきます。 

       日程第６協議、案件は協議第３号から１８号までございます。それぞれ個

別にご審議賜りたいと思いますが、先ず最初に協議第３号新町の名称につ

いてを議題として、事務局から説明をいたします。 

 

松本班長    失礼をいたします。会議資料の２ページをお開き願います。協議第３号

新町の名称についてご説明いたします。 

        新町の名称はきほく町とするという提案であります。このことにつきま

しては、きほく合併協議会において名称を公募選定して、鬼北の地域にふ

さわしい名称ということで、新町の名称として「きほく」を選出した経緯

がありまして、そのきほく合併協議会の確認内容を尊重して提案をするも

のであります。以上よろしくご審議をお願いいたします。 

 

山本会長    ただいまお聞きのとおりでございますが、提案の趣旨につきましてはそ

のようなことでございますが、この際ご意見を頂戴したいと思います。い

ろいろこの点については、巷間うわさも流れておりますけれども、積極的

にご発言いただきたいと存じます。 

        どうぞ、芝委員。 

 

芝委員     ただいま事務局のほうから今まで決まっておったきほく町という名称を

継続するというふうな提案でございますけれども、私はこれについてはい

ささか抵抗を感じるところであります。なぜなればこれは鬼北地方という

ヒントの中から２町１村の合併の折に選定をした名称でございます。現在

は１町１村という形の中で鬼北の大半を占めるまでには至っておりませ

ん。半数に足らないと私は人口からいっても思うわけですけれども、それ

はさておき、そのこともございますけれども、きほく町という名の下に２

町１村の合併を進めて参りまして、しかしその合併は現在のところご承知

のとおりの状況でございます。それにつれて、やはり１町１村新しく立ち

上がって合併をしようということになれば、人心を一新するためにもそう

いう今までのことを払拭するためにも、またこの鬼北２町１村の合併の中
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にはやはり苦い記憶もございます。そういうものも改めて白紙に戻して、

新しい名前の中で、新しい町をつくっていこうというのが私は筋ではない

かとこのように考えるわけであります。そういうことで、私はこの１町１

村の合併につきましては、やはり新しく１町１村にふさわしい名称を皆さ

んと共に考えていきたいと、このように考えているわけです。以上です。 

 

山本会長    はい、お聞きのとおりでございますが、枠組みが変わるので１町１村に

ふさわしい名前をというご趣旨の提案だったように思っております。 

       外にご意見ございませんか。どうぞ、酒井委員。 

 

酒井委員    ただいまの芝委員に賛成をいたします。広見町・日吉村合併協議会がで

きましてから私もまた委員を拝命することになりまして、いろんな人から

質問がございました。当然新しい町の名前は今までとは違うものになるん

でしょうね、という問い合わせがたくさんありました。これは新しい協議

会で決めることなので、これからよく相談したいと思っているという話を

電話その他で返事をしたところでございますが、そういう人たちも改めて

考えてほしいと。やはり特に日吉村の委員の人たちのご意見もうんと尊重

してあげてほしいという意見もたくさんございました。付け加えておきた

いと思います。 

 

山本会長    はい、ありがとうございます。外にございませんか。どうぞ、谷口委

員。 

 

谷口委員    私は、事務局の意見に賛成をいたします。先ほどのご意見の中で鬼北４

箇町村半分になったわけでございますけれども、鬼北は鬼北でございま

す。私は、今までも各地区でご賛同いただいております。ちょっとおにき

た鬼北ということもございましたが、だいたいきほくということでご理解

をいただいておるというふうに考えております。以上です。 

 

山本会長    はい、宮本委員お願いします。 

 

宮本(幸)委員  先ほど、芝委員さん、酒井委員さんが申されましたが、私も２町１村の

町名を選ぶに当りましては委員としていろいろと立ち会わせていただきま

したわけでございますけれども、最後には鬼北もきほくも１点か２点かの

投票結果の差できほくとひらがなになったわけでございます。その後住民

の声を聞きますと、きほくというひらがなには意味がない、鬼北はやはり

昔からの鬼が城を中心とした鬼北１１箇町村といったものがあったわけ

で、この鬼北郷の鬼が城の北に面した里のこの漢字の町名がいいんじゃな

いかという噂がその後ございまして、なるほどなあと思っておるわけでご

ざいますが、今回は１町１村ということで立ち上がりをしようとしてるん
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で、町名はちょっと時間がかかってもやはり先ほどお二方委員さんも申さ

れましたたように、替えたほうがいいのではないかということを思いま

す。以上です。 

 

山本会長    はい。外にございませんか。どうぞ、山本委員。 

 

山本委員    私も３人の方に賛成ですけれども、松野町が離脱しましてから１番最初

に飛び込んできたことが、町名を替えるのではないかという住民の方の意

見でしたが、それからずっとやはり、先ほど言われましたけれども、４箇

町村で鬼北のイメージがありまして、宮本さんが言われましたが鬼北とい

うのは鬼、北でひらがなは余りふさわないのではないかということも聞き

ましたし、心気一転するにはやはり、大変前回も５か月くらい時間かかっ

ておりますけれども、それほどの時間はかからないと思いますし、事務局

には大変ご迷惑をかけますけどもやはり、新しい町名を、再度またきほく

になるかも知れませんけれども、一転して考えるべきではないかと思いま

す。以上です。 

 

山本会長    はい。外にないでしょうか。どうぞ、坂本委員。 

 

坂本委員    それぞれ意見が出ておりますが、これ協議第３号なので継続をして第４

号から協議をするようにして、これについては継続ということで後に回し

たらどうですか。 

 

山本会長    はい、今のようなご提案もございました。ご発言の数からいきますと、

この際替えてはどうですかというご意見の方が多かったように思いますけ

れども、これはそう軽々に判断すべきものではございませんで、前回の時

にもずいぶんと時間をかけて小委員会で練り、そして最終的には投票で決

したという経緯がございます。そういうふうな慎重な取り扱いにいたして

おりますので、この件につきましては原案を認めていただくなれば今日の

確認はとれますけれども、そうでないとすればやはり時間をかけるべきか

なというふうに、私としても考えるわけでありますが、いかがでございま

しょうか。継続ということでご異議ございませんか。 

 

全委員     異議なし。 

 

山本会長    それでは協議第３号につきましては、継続審議ということにさせていた

だきまして、それぞれの委員さんにおかれまして、できるだけ多くの住民

の方々のご意見を集約していただくというふうなことも必要ではないかと

思っておりますので、ご迷惑でございますがそのようにご努力をお願いし

たいと思います。 
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        それでは、続いて協議第４号新町の事務所の位置について、本案を議題

として事務局の説明を求めます。 

 

松本班長    それでは会議資料の３ページをご覧ください。協議第４号新町の事務所

の位置について、１ 新町の事務所の位置は、合併当初は広見町大字近

永８００番地１（現在の広見町役場）とする。２ 現在の日吉村の役場

の位置に支所を置くものとする。３ 新たに建設する庁舎については、

合併特例債活用可能な期間内に、広見町地内に建設するものとする。建

設候補地については、広見町大字永野市、同近永、同出目、同興野々の

中から、２町村からの交通の事情等に考慮し、住民の利用に最も便利な

位置を選定するものとする。４ 合併に伴い支所となる旧役場庁舎等に

ついては、住民窓口サービスの低下を招かないよう十分に配慮し、電算

処理システムのネットワーク化等により、必要な機能の整備を図るもの

とする。という提案であります。新町の事務所の位置につきましては、

きほく合併協議会において事務所の位置選定小委員会を設置し十分な検

討協議を踏まえまして、全体会で基本調整方針案を確認いただいており

ましたので、その基本調整方針を尊重し提案するものです。 

        なお、一部変更しておりまして、１の新町の事務所の位置については、

位置が容易に分かるようにするために、住所地番の後に括弧書きで現在

の広見町役場の文字を加えております。 

        また、合併の枠組みが３町村から２町村に変わったことによります字句

の変更につきましては、別冊の協議調整方針の基本調整方針変更内容一

覧表をお目通しください。なお、参考資料を別冊でお配りしております

けれども、これに記載しております留意事項、根拠法令等につきまして

は、この後に提案いたします協議におきましても、特に変更したものあ

るいは説明が必要なもの等を除きまして、説明を省略させていただきま

すので、よろしくお願いいたします。 

        以上、よろしくご審議をお願いいたします。 

 

山本会長    はい、以上で説明が終りました。ここでご所見を受けたいと思います。

ご意見ございませんか。どうぞ、芝委員。 

 

芝委員     新町の事務所の位置の第２点目ですけれども、現在の日吉村の役場の位

置に支所を置くものとするとございますけれども、かねがね２町１村の

折にも申し上げましたように、急激な住民サービスとかあるいは利用の

度合いによっての便宜の問題について、分庁方式というふうな言葉も出

ておったようでございますけれども、このただ単に支所ということの表

現ではちょっと、何かイメージといいますか皆さんの受け止め方あるい

は、現在大幅な急激な体制の変化というものは、日吉にとっては非常に

今のところ皆さんが困るというふうな意見もございますし、ただ支所だ
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けでは支所の機能なりそういったものの全容というものが非常に漠然と

いたしておりますけれども、ある程度の分庁的な機能を備える、いいま

すれば言葉で表現しますと総合支所といいますか、そういうふうな表現

で支所というものをしていただいたらどうかというふうに、私は考えて

おります。以上です。 

 

山本会長    ただいまのご発言でございますが、ご提案申し上げております協議第４

号は位置についてのみのご提案でございます。その支所なり、本庁の性

格につきましては協議第１２号で組織及び機構についてという案件でご

提案申し上げますので、その時にご審議いただければありがたいと思い

ます。 

 

芝委員     分かりました。 

 

山本会長    本案につきましては、２町１村きほく合併協議会でご審議いただきまし

た内容とほとんど変わっておりません。ただ、番地の後に明確に本庁の

名称を付け加えたということでございます。ご異議ございませんか。 

        どうぞ、二宮委員。 

 

二宮委員    失礼します。広見町近永いうのは今までどおりアルコール跡地のことで

すか、それとも広見町旧役場も含めてのことですか。３番の建設予定地

です。 

 

山本会長    事務局から回答させます。 

 

松本班長    失礼いたします。今ほどの件についてお答えをいたします。きほく合併

協議会の新町の事務所の位置選定小委員会の折に協議しておりますの

は、候補地としては具体的に近永につきましてはアルコール工場跡地が

出ておりまして、その他の永野市、興野々、出目につきましては、場所

の特定が不可能でしたので、大字単位の表現で選定をしておるというふ

うな状況でして、現在のところは大字近永という表現に変えさせていた

だいておりますけれども、具体的に協議をしているのはアルコール工場

跡地ということになろうかと思います。 

 

山本会長    続いてございますか。 

 

二宮委員    もちろん、そしたら旧庁舎を建て替えるということも含まれるわけです

か。 

 

山本会長    この件については、建設計画で当然骨格を成すといいますか、重大な問
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題になってきますので、当然その中で議論されると思いますが、この案件

は、いわゆる漠然とした新町の新庁舎を建てる場合の位置はこうですよ、

いうことくらいにしとるわけでして、これはもう前回でもいろいろ議論あ

りましたけれども、これ以上絞り込むのは現段階では無理ではないかとい

うふうな考えでございますので、ご了解いただければと思います。 

 

二宮委員    分かりました。 

 

山本会長    どうぞ、入田委員。 

 

入田委員    ただいまの二宮委員と重複する質問になるんですが、今回松野町が離脱

したということで、１町１村で新しい町をつくっていくという形になって

るわけなんですが、３町村の時と２町村を比べてやはりこういった大きな

額の計画に関しては、３町村の時ほどスケールメリットがかなり崩れるの

ではないかと私は思いまして、二宮委員のおっしゃりたいことは、要する

に今の広見町役場の位置言いますか、役場をどうにか再利用といいます

か、使っていけないかと、それで会長がおっしゃったことも分かるんです

が、それであれば近永というのも確認の意味なんですが、今の役場の位置

も含まれているということで考えておってよろしいんでしょうか。 

 

山本会長    今確認をしたとこですが、大字名でこれ表示をいたしております。興

野々、出目、永野市いずれも大字であります。したがって近永ということ

になれば、現在の広見町役場の位置、さらにはアルコール工場跡地も含む

そうであります。 

        ご関心の向きは重々理解いたします。建築の可否については、今後の大

きな課題と思っておりますので、今日のこの案件につきましてはあくま

で、建てる場合はどの位置にするということで４箇所の候補地というふう

にご理解いただければと思います。 

        はい、どうぞ坂本委員。 

 

坂本委員    この案で確認してよいかと思います。 

 

山本会長    原案確認というふうなご意見もございましたが、大きく変わっておりま

せん。したがって今後に残されます別の案件でご審議いただきます面もあ

るわけでございますが、本案につきましては新庁舎が仮に建つとすれば、

建つまでは今の広見町役場を本庁として使うというふうな趣旨、更に建て

る場合は４候補地の中から絞り込んでいくという趣旨、等々でございまし

て、これは２町１村の協議と全く内容が変わっていないと思っております

が原案どおり、ご確認いただけますでしょうか。 
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全委員     異議なし。 

 

山本会長    ご異議の方が無いようでございますので、全員のご了解で確認と決定と

させていただきます。 

 

山本会長    続きまして、協議第５号財産の取扱いについて、本案を議題といたしま

して、事務局の説明を求めたいと思います。 

 

宮本班長    失礼をいたします。会議資料の４ページをお開きください。協議第５号

財産の取扱いについて、財産の取扱いについては、２町村の所有する財

産、公の施設及び債務等は、合併時点で所有するものすべてを新町に引き

継ぐものとする。内容についてご説明申し上げたいと思います。参考資料

の５ページをお開きください。項目別調整方針の左側に留意事項を記載し

ておりますが、地方自治法第７条第４項の規定に、市町村の合併が行われ

た場合において、財産処分を必要とするときは、合併関係市町村が協議し

てこれを定めるとされております。また、地方自治法第２３７条には、地

方自治法でいうところの財産として、公有財産、物品、債権、基金をいう

と規定されておりましてこれらもまた細かく定められております。 

        今回の合併に関します財産の内容につきましては、参考資料の７ページ

に平成１４年度の決算時における内容を記載しております。この細かな内

容につきましては、大変膨大な資料になりますので、ここには細かくは記

載しておりませんが、地方公共団体につきましては、その年度その年度で

決算時点でのそれぞれの町村の監査委員による、決算監査を受けておりま

すので、ここでは決算書による概要のみ記載させていただいております。

なお、物品、債権、基金等につきましては、それぞれの年度で増減があり

ますので、合併時点で所有するすべての財産について新町に引き継ぐこと

としております。以上でございます。よろしくご審議ください。 

 

山本会長    以上で説明が終りました。本案につきましても前回の協議と大きく変わ

っておりませんが、この際ご意見を頂戴したいと思います。どうぞ、河野

委員。 

 

河野委員    参考資料のところなんですけれども、市町村の財産というのはこの参考

資料の下に書いてありますけれども、決算資料の財産とは私は違うと思う

んです。決算資料の財産というのは一部でありまして、その他の財産とい

うのもあると思うんですが、そのようなものはどういうものがあるかご説

明を願いたい。 

        そして、調整方針の上のところなんですが、２町村の所有する財産、公

の施設及び債務等、この債務等の等はどのようなものが入っているかいう

ことを質問したいと思います。それから財産の中の決算資料の中ですが、
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基金ですけれども、基金はここに一応決算で書いてありますけれども、実

際の新町の建設計画とか財政運営については、やはり財政調整基金という

のが非常に大きな要素を含んでおりまして、その他の特定目的の基金とい

うのは余り今後の町づくりにそんなに影響はないと思いますので、財政調

整基金の額だけ報告をしてほしいと思います。以上でございます。 

 

山本会長    ただいまのご意見に対して、事務局説明できる範囲で。 

 

宮本班長    失礼をいたします。ただいまご質疑がございましたように、公の財産と

いいますものは決算資料だけにはとどまらず、いろんなものが出てくると

思われます。ただ広見町・日吉村におきまして、それぞれの町の財産とし

て認識のあるものすべてを含むというふうな形で、私どものほうは認識を

しているつもりでございます。ただ、ここで表現します中で法的に地方自

治法の中に表示がされておりますものとしまして、市町村の財産としては

次のようなものがありますよ、いうふうな記載がありますので、それに基

づいた表記をしたということでご理解をいただいたらと考えます。 

        次にもう１点ですが、基金の関係、これにつきまして本日細かな資料を

持ってきておりませんが、平成１４年度の決算時におけます基金のそれぞ

れの金額につきましては、別に細かな表を持っておりましてその中の合算

資料として出しておりますので、その点につきましては次回でもお知らせ

したいというふうに考えております。 

        それから債務等というふうなことで記載をしておりますが、ただこれは

一概に債務だけではありませんで、それぞれの権利に関するものそういう

ふうなものすべて含むと先ほど申しました決算資料に記載されております

ものだけではなしに、それぞれに町村が持っております権利関係のものも

含むというふうな意味合いで、言葉としては債務等というふうな表現をさ

せていただいておるというふうな状況でございます。ちょっと今のところ

細かな資料が手元にないものがありますので、説明不足とは存じますが、

そのように事務局では解釈をしております。 

 

山本会長    どうぞ、河野委員。 

 

河野委員    今の回答では納得いかんと思いますけれども、町村の財産というのは決

算資料ではないということは抽象的に申し上げましたが、長狭物ですね、

そういうものもやはり町の公有財産なんです。ですから決算書には道路と

か橋梁とかため池とかああいうふうな長狭物は一切載ってない。本来であ

ればそういうふうなものは重要なその財産ですから、ここにやはり報告を

してやるほうがいいんじゃないかという質問をしたわけなんですが、そう

いうものではないですか。 
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宮本班長    失礼します。確かにご指摘のとおりでございまして、長狭物等につきま

しても現在法定外公共物の譲与の関係で、国のほうから譲与を受ける手続

を進めておりまして、それらがすべて町村に譲与を受けるというふうな手

続が進んでおります。それらもすべて含まれるというふうに考えますが、

これにつきましては、細かくどこそこの何平米というふうなものは、法定

外公共物の譲与の一覧というふうなものの中で記載されまして、それらは

すべて公共の財産というふうなことで新町に引き継ぐというふうな考え方

でいきたいと考えております。 

 

山本会長    坂本委員どうぞ。 

 

坂本委員    今ほど隣の方が心配されて具体的なこと言われておりますけれど、この

協議第５号の財産の取扱いについての文言で私はいいんだろうと思いま

す。これは、今の残高をとやかく、今確定できる残高は来年の１月１日の

合併の時点には異なることが起きろうと思うんです。１月１日の合併の時

点に所有するすべての財産債務を引き継ぐということに理解をしとけばい

いんではなかろうかと思いますが、そうするとこれはしごく当然のことで

ございますから、本日確認して何ら差し支えはないと思います。 

 

山本会長    はい、いささかご意見が分かれておりますが、この調整案といいますか

提案申し上げております文言からいきますと、今坂本委員がおっしゃった

ように、合併時点で所有するすべてのものを新町にということですから、

いささか現時点とは動くものもございましょう。それから長狭物との関係

につきましても、広見も日吉も関連性ありますがこれは細かくやはり台帳

に登載をして、名実共に町有であり、村有であるということにしないと、

概念だけではちょっと今の段階ではつかみにくい側面があるかなというふ

うにも、個人的に考えておりますがその点いかがでございましょうか。か

まいませんか。 

        貴重なご意見として頂戴させていただきます。 

       財政調整基金のご心配もございましたけれども、これらも大きく１４年度

決算から１５年度決算があり、そして１６年度の会計どう動くか分かりま

せん。そういうことでございますので、私の手元に１４年度の決算もって

おりますけれども、これはもう報告せずにおかしていただきたいと思って

おります。 

        協議第５号につきましては、いろいろご意見頂戴いたしましたけれど

も、原則論といいますか、現時点ではこういう文言形式でしか確認がとれ

ないという面もございますので、ご了解いただいてご発言の趣旨は十二分

に理解をさせていただきますので、できるだけ合併時点におきましては明

確にして、それを引き継ぐという形にさせていただきたいと思います。 

この調整案でご確認頂戴できましょうか。 
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全委員     異議なし。 

 

山本会長    はい、全員ご異議ございませんので、協議第５号につきましては原案の

とおり確認と決定させていただきます。 

        続きまして、協議第６号町村議会議員の任期及び定数の取扱いについて

本案を議題として、事務局が説明申し上げます。 

 

松本班長    それでは会議資料の５ページをご覧ください。 

       協議第６号町村議会議員の任期及び定数の取扱いについてでありますが、

１議会議員については市町村の合併の特例に関する法律第７条第１項第１

号の規定を適用し、平成１７年４月３０日まで引き続き新町の議会議員と

して在任する。２新町議会議員の定数は○人とする。３新町議会議員選挙

の選挙区は、最初の一般選挙に限り、旧町村単位で選挙区を設けることと

する。４新町議会議員の報酬の額は、広見町の報酬額及び同規模の自治体

の例をもとに調整するという提案であります。 

        新設合併の場合には合併関係市町村の議会議員はすべてその身分を失う

こととなりますが、合併特例法に規定をされております二つの特例、定数

特例と在任特例がありますけれども、このうち在任特例を適用いたしまし

て、平成１７年４月３０日まで引き続き新町の議会議員として在任すると

いうものであります。 

        なお、この特例の適用の期間につきましては、きほく合併協議会での確

認内容を尊重し提案するものであります。 

        次に新町議会議員の定数につきましては、別冊の参考資料の１０ページ

をお開きいただいたらと思います。参考資料１０ページ左の方に留意事項

等記載しておりますが、合併の際には、合併特例法第６条及び第７条の規

定により、合併関係市町村の協議により、議員の定数や在任に関する特例

を適用することができますが、第６条第１項ただし書き及び第７条第１項

ただし書きでは、議員がすべてなくなったとき、あるいは議員に欠員が生

じたときは、地方自治法第９１条の規定による定数に復帰するまで減少す

るとされています。 

平成１５年１月１日から施行された地方自治法の改正前は地方自治法第

９１条の規定による定数とは法律上の定数を指していましたが、この改正

により議員の定数は、条例で定めることになりましたので、合併後の市町

村が特例の適用期間を経過した後に適用する定数を定めておく必要があり

ます。 したがいまして、議員の定数や在任の特例を適用する場合には、

合併特例法の規定による特例定数と地方自治法第９１条の規定による特例

の適用期間を経過した後に適用する定数の双方を合併前に定めておく必要

があるということになります。このことから、地方自治法の規定に基づく

議員定数を合併までに定める必要がありまして、この定数につきまして
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は、広見町・日吉村の合併の場合、国勢調査による人口が13,080人となり

ますので、地方自治法第９１条の規定によりまして、２２人を超えない範

囲内で定めることとなっています。 

なお、基本調整方針案には、定数を提示しておりません。町民の代表と

して最も適した定数を協議会において十分検討協議していただきたく、提

案するものです。 

次に議会議員の選挙区につきましては、公職選挙法第１２条では、選挙

の単位は市町村の議会の議員は選挙区がある場合にあっては各選挙区で、

選挙区がない場合にあっては、その市町村の区域において選挙することと

されていますが、同法第１５条第６項におきまして特に必要があるとき

は、その議会の議員の選挙につき条例で選挙区を設けることができると定

められております。このことから、新町における議員の在任特例期間経過

後の一般選挙については、旧町村の区域の住民を代表する議員がなくなる

という懸念などに配慮いたしまして、最初の選挙に限り小選挙区を設け、

旧町村の住民を代表する議員を確保するというものであります。参考まで

に、参考資料の１２ページに選挙区を２つとした場合の人口に比例した数

値を試算しておりますので、ご参照お願いいたします。 

最後になりますが、新町議会議員の報酬の額につきましては、広見町の

報酬額及び同規模の自治体の例を基に調整することとしております。 

以上よろしくご審議をお願いいたします。 

 

山本会長    はい、以上で説明が終わりました。ここでご質疑、ご意見を頂戴したい

と思います。どうぞ、芝委員。 

 

芝委員     この特例法による任期の延長のことでございますけれども、前回の２町

１村の場合６カ月間の任期を延長するというふうに大体のご同意の中で決

定をしておったと思いますけれども、３月の予算編成あるいは４月の予算

の議決、そういったものを勘案して７カ月の延長をということで決定をし

ておったと思います。最初の予定は申し上げるまでもなく、１０月予定で

４月３０日がその７カ月間の延長期間であったと思いますけれども、今回

は１月１日が予定ということになりますと、延長期間は３カ月ということ

になります。前回６カ月の延長をと希望をしてそれを決定したことには、

それぞれの意味がありまして、いわゆる大幅な異動があった場合、新しい

町の中でやはり今までの合併の経過なり、これからの方針なりそういった

ものについての執行の、何といいますか状況あるいは新町の方針そういっ

たものが、合併協議会のあれに即して《聞き取り不能》に向かって努力を

されているか否かというふうなことも確認をしたいと、議会として監視と

までは言いませんけれども、そういう意見で６カ月の延長をして新町の将

来の基礎を見届けたいというような意味合いもあったと思いまして、ただ

何ヶ月、何ヶ月の議論ではなかったと思います。 
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それで今回１月１日ということになれば、前回の趣旨に基づいて７カ月

ではなくて、最初の基本の６カ月という延長期間が最もこの協議会に出席

をされない議員さん方のご意見もそこにあろうかと、私は推測をするわけ

ですので、その点十分皆さん方のご理解をいただきたいとこのように考え

るところです。 

それと、続けて申しますけれども、この選挙区の問題ですけれども、２

町１村で合併をする場合にはそういうことも有うるかなというふうな考え

方もいたしておりましたが、それでも私は全町一区で選挙をするべきとい

うふうな意見を申し上げたことがございます。なお、１町１村になれば、

本当に気心の知れた広見と日吉の合併でございますので、区域分けをし

て、しかもただ４年間１期限りの区域分けの選挙というものもいかがなも

のかと、やはり最初からお互いがその自分の新町に対する信念を全町に訴

えて、その中から選挙戦を戦い抜き、議員としての資格を得て新町の町政

に向かって努力をしていただきたい、こういう気迫が欲しいなとこのよう

に考えるわけでございまして、この２点についてご意見を申し上げます。

以上です。 

 

山本会長    はい、ありがとうございます。どうぞ、坂本さん。 

 

坂本委員    議会議員の任期及び定数については、この合併協議会だけで決定するわ

けにはいかない。合併の関係市町村の議会の協議を行う必要があるという

ことですから、本日ここに提案して本日決定することはいけないから、そ

れぞれの意見を聞いて、そして１町１村の議会に持ち帰って、このことに

ついては議会の協議が必要ですから、３月の定例会等に十分広見町と日吉

村の議会でも協議をしていただく。そして４月の協議会で再度このことの

決定的な取組をするということで、本日は前提案ということで継続審議と

いうことにすべきだと、若干の今芝さんの意見が出たように、それぞれ意

見を述べられることはいいけど、それを集約して今日ここで決定すること

はちょっと無理かなと思いますので、継続審議ということの扱いにしたい

なと思いますがいかがでしょうか。 

 

山本会長    お二方からご意見が出ておりますが、その他の方でございませんか。早

速に今日確認というふうなことには、当然ならんと思いますが、ご意見だ

けはせっかく提案いたしましたので頂戴をしてそして全員の、といいます

か大多数のご承認があれば継続という扱いにさせていただきたいと思って

おります。第１項第２項につきましてはそのとおりでありますが、含めて

第３項もこれは大きな問題でございますので、選挙区をどう扱うかという

ことについても、ご意見を承っておったらと思います。 

        それでは、問題がなかなか大きゅうございますし、概ね１時間が経過い

たしましたので、ここで休憩を取らせていただきまして、再開を３時１０
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分にさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

       （休憩） 

 

山本会長    時間多少経過いたしましたが、再開をいたしたいと思います。協議第６

号につきましては種々ご意見ございましたけれども、どの案件につきまし

ても、どれが重い軽いはございませんが、これは坂本委員がいわれました

ようにこの協議会だけで最終確認ということは、性格からいってもいかが

かなというふうに思いますので、お持ち帰りをいただいて３月定例議会で

十二分にご審議いただくと、その時間内に、そういうことでございますの

で私も同感でございますが、ただ白紙で、原案なしでお持ち帰りいただく

のもいかがなものかというふうな気持ちもいたしますので、今日確認には

至りませんが、１項の在任特例を適用する場合の扱い、２項の人数、そし

て３項の選挙区の問題でございますが、いずれにいたしましても、もう少

し時間をお貸しいただいてここで積極的なご意見を賜って、そしてお持ち

帰りいただく原案といいますか、そういうものを一応集約させていただき

たいなと思っておりますが、この点についてはいかがでございましょう。 

        ご異議ございませんか。 

       （拍手） 

        はい、それでは一つずつ進めさせていただきたいと思いますが、先ず第

１項目であります。任期特例を採用する場合に、年明けの１７年４月３０

日ということに前回の２町１村では決めておりました。お説のように議論

の中では合併後半年ということもご発言の中にあったようでありますが、

最終的には私の記憶ではそういう期間じゃなしに、４月末をもって任期と

しようじゃないかということで最終的には確認になったというふうに記憶

をいたしております。したがって、それは確かに芝委員の言われたよう

に、合併後半年とさらには１月プラスの７月というふうな意見もございま

したけれども、そういう趣旨でこの１項目原案は４月３０日になっておる

わけでございますけれども、１月１日に合併が予定どおりいくといたしま

すと、５０日以内に新町の町長の選挙があるわけであります。したがっ

て、想像的には２月の頭くらいには町長さんが決まるのではないかと思い

ますが、そうなりますと３月の定例議会に新年度予算を提案するといいま

しても、骨格予算を組まざるを得ないと思っております。通年予算はなか

なかこれは組みがたいと思いますが、そういうことになりますと政策予算

を含めた正規の予算案を出せるのが、６月定例ということになってくるの

が常識的な話であります。そういうことも踏まえて、先ほど議論のござい

ましたように新町のスタートの時点で、協議会で議論したことがどういう

ふうに動いておるのか、さらには予算の内容がどうなっているのかという

ところまで審議をすべきだと、こういうご趣旨の発言もございました。そ

ういうことを踏まえて考えますと、今申し上げましたように、あくまでも
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これは私見でございますけれども、期間じゃなしにやはり６月の定例議会

というものが比較的といいますか、かなり重要な議会になってこようかと

思いますが、そういうことも含めて、議論を賜ればありがたいと思うわけ

であります。 

        まず、第１項在任特例を４月３０日とする件について、いやこれじゃ無

しに今発言のあったように、半年であるとか７カ月という意見ございまし

たけれども、その期間じゃ無しに議会としてどういう審議に参画するのが

妥当なのかというふうな点も含めて、議論いただければありがたいと思い

ます。 

 

坂本委員    はい、会長。 

 

山本会長    どうぞ、お願いします。 

 

坂本委員    私は在任期間の任期のことについては、できれば理想は合併と同時に議

会は失職、解散をしてあらためて住民から選挙によって議員が選ばれると

いうことの方が理想だと思います。がしかし、そうなると首長も議会も同

一選挙になるんであろうと。町長の選挙と議員の選挙を一緒にやれば、非

常に費用も軽減されて合理的とは思いますけれど、この鬼北の中では三間

町が町長選挙と議員選挙を同一日にやっておりますが、非常にいろいろと

混乱があるようなことを耳にしておりますが、そういったことを避けて選

挙民が選ぶのは議員を選ぶということに専念し、首長を選ぶのは別の日に

選ぶということのほうが、すっきりした選び方になるだろうと思いますの

で、若干の延長をしたらどうかなということであります。 

        基本的には、合併と同時にすっきりと解散をして新しい体制をつくるこ

とのほうが、私は理想だろうと、これやっぱり住民も望むところだろうと

私は思います。がしかし、そういう諸事情がございますから、ここに提案

されております期日が４月３０日ということになっておりますが、これを

３月３０日に議会の任期は終るということでいいのではなかろうかと思い

ます。４月３０日でなしに、３月３０日で議員の任期が切れるということ

にしたほうが非常にすっきりすると思います。いうことは、定数現状から

いきますと２８名になりますから、これ財源的にもやっぱり不合理なこと

が続きますから、１カ月でも早く解散をするほうが私はいいと思います。

各位の意見もそれぞれ出していただいて、そういったものを原案にして、

どう決まるかは別ですが、そしてそれぞれの議会に相談してもらう原案作

りを今日すべきだと、それが決定にはなりませんけれど。以上です。 

 

山本会長    はい、３月末というご意見でございますが、いささか３月という月はそ

れぞれ定例議会をもっております。それともう１点その月に果たして議員

の場合はさかのぼって３０日以内に選挙になりますから、向こうじゃなし
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に、そうなりますと３月中に選挙をしなくてならないという問題が生まれ

てきます。その辺がどうですか、ちょっと気ぜわしいといいますか物理的

に混乱するようなことがあるかなという気がするのですが、これはあくま

でご意見でございますので、どしどしご意見出していただいてお持ち帰り

いただく素案といいますか、これを煮詰めたいと思いますので、どうぞ積

極的なご発言をお願いします。どうぞ、河野さん。 

 

河野委員    私はこの原案のとおり１７年４月３０日でいいんじゃないかと思いま

す。その理由というのは、議員さんの職務といいますかそこら辺は先ほど

もいろいろありましたように、一番大きいのは、条例の改廃とか、予算の

審議、決算の承認等が主なものでありますが、そこらを勘案してどう判断

するかでありますが、特に予算のことについていろいろ議論がありますけ

れども、予算そのものは新町建設計画という大きな枠組みがあって、予算

編成をしなければ、まったく離れてその予算編成することはできないと思

うんです。ですから、長く議員さんがおってもらって、十分審議をすると

いうことは大事だけれども、基本は合併協議会なり新町建設計画において

決まっておるわけですから、そこでその時の首長がそう簡単に３８０度も

変えて、私はこうやるぞという人もあるかもしれませんけれども、そこは

そうないのではないかと思いますので、できるだけ短くしてそれに住民感

情も今頃あるわけでございますから、短くしてしかも効果のあるようなも

のに任期を定めたらいいのでないかと思いまして、１７年４月３０日まで

でいいのでないかと考えます。 

 

山本会長    はい、どうぞそのほかにございましたらいただきたいのですが。 

 

坂本委員    会長。 

 

山本会長    はい、どうぞ。 

 

坂本委員    先ほど、言いましたこと取り消します。議会の任期の後に終ってから選

挙になるわけにはいきませんから、３月中に会長言われるとおり３月末に

すると、３月に選挙をせないけん事になりますから、ここにかいてあるよ

うに４月３０日がいいでしょう。できるだけ私は経費も、心気一転するた

めにもできるだけ早くという気持ちから、そのような性格を踏まえずにも

のを言いましたけど、取り消しをします。４月３０日でよろしいと思いま

す。 

 

山本会長    はい。４月３０日任期というお説と、７月末ないしは６月末というお説

と二つに分かれておるようでありますが、２案を持ち帰るということも一

つの方法かもしれませんが、ほかにございましたらちょうだいしたいと思
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いますが。ございませんか。どうぞ。 

 

松浦委員   前回の折にも申し上げたんですけれども、私はあくまでも自治法にのっと

ってやることのほうがすっきりするし、町民の理解も得やすいのではない

かというふうに思っております。ただ、それに固執するわけではございま

せんで、新しい町をつくるためには、やはり理事者と議員が協力をしなく

てはならないという事が大前提でございますので、その辺の事も含めて今

ほど、いろいろご意見が出ておりますが、そこらまた皆さんいろんなご意

見いただきながら、一つの広見・日吉の議会に提案をするたたき台をつく

るということでございますが、その辺私は先ほど言いましたように、原則

論を変えるわけではございませんけれども、固執をするということではご

ざいません。ただ、今申し上げたとおりでして、議会の皆さんの協力なく

して新しい町はできないということも十分理事者として考えておりますの

で、その辺をお含みおきいただいて、ご意見をいただいたらと思います。 

 

山本会長    はいどうぞ。二宮さん。 

 

二宮委員    私は、町長選挙と一緒になるように同日解散に賛成します。その理由は

その町が続く限り、また４年後に２カ月ごとに選挙をしなくてはいけませ

ん。その費用が前に総務課に聞いたら７００万円前後一度にいると言われ

ましたので、是非この際に同日選挙をお願いしたいと思います。 

 

山本会長    はい、今二宮さんの方から新しいご意見が出てまいりました。首長の選

挙と併せて、いわば２月の１０日くらいまでですか、選挙せよというふう

な話でございますが、これも一理あると思います。いろんなご意見が出ま

すが、出していただいて一案に絞込みができないとすれば二つくらいにせ

ざるを得んのかと思いますが、一応今日の場合は最終確認ではありません

ので、どしどしご意見を出していただいて、もっと理想的といいましょう

か理論的に通る線を出していただきたいと思っております。こちらが先、

谷口さんどうぞ。次、松本さんお願いします。 

 

谷口委員    私は、坂本委員の意見に賛成でございます。先ほどの町長と議員の同日

選挙は非常に具合が悪い。これは、三間町その他私もタッチしたことござ

いますが、議員も非常に困る。町長どっちに付くか、自分の立場と混乱し

てこれはもう是非避けてもらいたいというふうに考えます。やはり前回も

３月の定例会で予算を成立して、４月で解散をするというのが前回の趣旨

であったというふうに思います。そのように私も賛成をいたしたいと思い

ます。以上です。 

 

山本会長    どうぞ、松本さん。 
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松本委員    今ほど私もその件を言おうかと思いましたが、同意見でございますけれ

ども、先ほど７カ月延長であったんだからということもありましたけれど

も、基本的には４月３０日ということをもって逆算したら１０月が目標だ

ったので７カ月延長という形をとられたんであって、１月１日ということ

になれば、４カ月延長で最終期限は４月３０日というこの形で、今ほど谷

口さん言われたように、議員の選挙が３月にさかのぼらないといけないい

うことになりますと大変忙しい時期にもなるし、また同日ということに対

しては、予算面は簡素化できるけれどもいろんな面で不都合が点が出るの

で、私はこの原案のとおり４月３０日を期限としたのでいいんじゃないか

というふうに思います。 

 

山本会長    はい。どうぞ、議員さんの立場もございましょうからどうぞ。 

 

松田委員    今の、それぞれご意見が出ておりますけれども、私も原案どおりでいい

と思います。町長選と議員の選挙、これは本当に混乱する元で、町民もや

はり迷うのではないかなと思いますので、別にしていただきたいと思って

おります。 

 

山下委員    失礼いたします。私もこの原案どおりでいいと思います。 

 

酒井委員    私も、原案どおりで結構だと思います。 

 

岩本委員    同じく原案どおりでいいと思います。 

 

山本会長    順次お願いいたします。どうぞ。 

 

入田委員    私は、できることなら一括選挙という、首長選挙のときに同日で願いた

いと思います。 

 

宮本(芳)委員  原則的には町長選と同日選挙でいかと思いますけれども、種々いろいろ

な事情がございますので私は一応、原案どおりでいいと思います。 

 

宮本(幸)委員  私も、原案どおりでいいと思いますが、いろんな例がありましたが、ち

ょっと記憶によるところでは、東かがわ市が住民がもめて即時解散して同

時にといったこともあったようでありますが、住民の方々はそういう考え

も持たれる方もあると思いますけれども、私はこの提案されましたものに

賛成でございます。 

 

山本会長    どうぞ、馬木さん。 
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馬木委員    はい、この問題については、十分これまで審議を尽くした結果でござい

ますし若干日がずれましたけれども、原案でいいんじゃないかと思いま

す。 

 

山崎委員    私も原案どおりで良いと思いますが、ちょうど３月末というのは先ほど

出ておりましたようにいろんなことで、一緒になるということもあります

し、また６月末というのはやはり長すぎるなと、住民からみてどうかなと

いう感がしますので、提案の日付で良いと思います。 

 

山本委員    私、原案どおりは賛成じゃないんですけれども、町長選と議会の選挙は

別にしていただきたいんですが、２月に新町長が生まれるということは、

新しい町長ができて、そして即４月にまた新しい議員ができるということ

は、ちょっと無理かなということで、６月の定例会が済んでそれから大変

長引くかと思いますけれども、これは新しい町づくりのためには、大変費

用がいるといわれますけれども、私はあまり膨大な費用ではないと思いま

す。それで新町の６月の定例議会が一番大事な議会になりますので、この

議会を終えて解散するべきではないかと考えます。以上です。 

 

大森委員    原案どおりでいいのではないかと思います。 

 

山本会長    以上で全委員さんのご発言をちょうだいいたしました。お聞きのとおり

でございまして、圧倒的多数で原案賛成というふうなことでございます。

そういうことでございますので、いろいろご意見出ましたけれどもその方

向で一つお持ち帰りいただいてご検討願いたい、いうふうに思います。 

        続きまして定数の問題でございますが、これについていろいろこれも議

論の分かれるところでございますが、法令どおりにいきますれば２２名ま

で可能であるということでありまして、類似団体眺めてみましても資料に

ありますように、１２ページでございますがご参考にしていただいて、ご

意見をいただければありがたいと思います。 

        どうぞ、松本さん。 

 

松本委員    先般の３町村の場合で１８名という提案で大体出ておったと思うんです

けれども、今回１町１村という形の中で考えて、それと同時に人口、近隣

町村比較したときに、それから財政面とかいろんなこと町民の感情とかを

踏まえましたときに、私の意見ですけれども１６人くらいで適当な人数で

はないかなと私は思います。 

 

山本会長    はい、ありがとうございます。ほかにどうぞ出しでください。 

       そしたら、交互に今広見出していただいたんで、日吉いきますか。 
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大森委員    私は１２から１４人くらいでどうでしょうか思います。 

 

山本会長    今度広見の方からどうぞ。議員さんどうぞ。 

 

坂本委員    類似団体と比較しても、津島町が今１６人なんです。これはこの合併が

成立しても大体人口は津島町の規模と同じになりますよ。だから１６人の

定数で良いのではないかと思います。   

 

山本会長    今度、日吉どうぞ。 

 

山本委員    私も同じで１６で結構だと思います。 

 

山本会長    どうぞ、広見の方から。 

 

河野委員    私は、議会審議がうまく支障のないような人数がいいと思いまして、や

はり常任委員会を設置するとすれば、ある程度の人数がいるので１６人は

ちょっと少ないので１８人がいいのではないかと思います。 

 

山本会長    どうぞ、日吉。 

 

山崎委員    私は、資料にありますように１６人がいいことないかと思います。 

 

山本会長    はい、どうぞ広見町。 

 

松田委員    私も１６がいいのではないかと思っております。 

 

山本会長    どうぞ、芝さん。 

 

芝委員     いろいろとご意見が出ましたけれども、私は前回の３町村で１８という

だいたい皆さんの同意を得ておった事例を踏まえて、やはり１８というこ

とになるとちょっと多すぎるかなという感じがします。やはり１町１村と

いうことになれば１６人あたりが適切ではないかと、このように考えま

す。 

 

山本会長    はい、ありがとうございます。二宮さん。 

 

二宮委員    類似団体の議員数を比較するとやはり１６人が適当かと思われます。 

 

山本会長    はい、どうぞ馬木さん。 
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馬木委員    私も１６がいいと思います。 

 

山本会長    どうぞ、山下さん。 

 

山下委員    失礼します。前回の時にも言ったんですけども、やはり町民の立場とす

れば合併をしていろんな要望もあろうかと思いますので、人数は多いほう

がいいという考えは変わってないんですけれども、いろんな方の意見を聞

いてみますと人数が多ければいいというものじゃないですよと、いうよう

なことも聞いておりますので、経費の面もあろうかと思いますが、ちょっ

と人数を１６、１８とはっきり私決めかねるのですけれども、どうしよ

う、それじゃ１６名で、すみません。 

 

山本会長    どうぞ、日吉。 

 

宮本(幸)委員  ちょっとはっきりしたことが出んのですけれど、やはり財政とかいろん

なこういった時代の合併の問題はこういったことからきているので、今は

有能な方々が代表に出てもらうのですから、吏員も半分になる、議員も半

分になる、１６人、千人に一人ちょっと超えると思いますがそれくらいの

ことでやっていただくほかないんじゃなかろうか、大勢出てもやはり有能

な人が出たら我々はもう大勢の人数ということも、それは思いますけれど

もう人口が減って、毎年人口は減っていきます。そういうことでやってい

ただきたいなと思います。 

 

山本会長    はい、谷口さん。 

 

谷口委員    理想から言うと私は１４で結構だと思いますが、１６人が多いようであ

りますのであえて反対はいたしません。 

 

山本会長    はい、宮本さん。 

 

宮本(芳)委員  はい、私も原則的には人数は１４人でいいと思いますがこれ人数割りに

いたしますと、日吉は１６であっても１４であっても２名じゃないかとい

うふうな心配をいたしますが、地域の意見を反映するという意味では、若

干の人数も必要ではないかというふうに考えまして、大多数の意見に賛成

いたしたいというふうに思います。 

 

酒井委員    １４名でいいんじゃないかと私は思います。 

 

山本会長    １４名説ですね、はい。入田さん。 



-  - 25

 

入田委員    私も１４人で。なれば、１４人で１６人分の仕事をしていただく方を。 

 

岩本委員    同じく１４人で。 

 

山本会長    皆さん方のご意見を聞かせていただきました。お聞きいただきますよう

に圧倒的に１６が多いようでございますが、１４という意見もございます

ので、二つの案ということでお持ち帰りいただいてご協議をお願いしたら

と思いますがいかがでしょうか、いけませんか、絞りますか。そうしたら

圧倒的に多いわけでありまして、これは三分の二超えていると思うので、

１６は、もう決をとりませんが１６でご相談いただきましょうか。 

        協議会ではこういう様子であったと、全員の意見集約すると１６が圧倒

的にもう三分の二超えております、で中に１４があったということでご協

議をお願いしたいと思います。 

        続きまして、選挙区の問題でありますがこれも原則論、それから初回の

選挙に限り小選挙という案があるわけでありますが、この点についてご意

見をいただきたいと思います。お願いします。坂本さんどうぞ。 

 

坂本委員    選挙区は冒頭にも出ておりましたけれど、やはり小選挙区やらないほう

がいいと、大選挙区でやるほうがいいと思います。という理由もひとつあ

るんです。この２町１村の時も、非常に日吉村の代表議員が小選挙区にし

ないと少数になってしまうということで心配をしておりました。大選挙区

にすれば大体日吉村から広見町の方に転出をしている人が非常に多いです

から、広見の候補者が日吉の有権者を獲得することは非常に難儀なことだ

けど、日吉の候補者が広見の有権者を獲得することは容易にできると思い

ます。だから小選挙区にすると２．数人２になってしまいますから、それ

よりも大選挙区にすると、日吉村出身の議員は４人くらいできるだろうと

私は思いますから、これは大選挙区にするほうが非常に結果的に公平にな

るし、住民も安心をするだろうと思いますから、大選挙区にすべきだと思

います。 

 

山本会長    日吉の方から一つ、またご意見。はい、山本委員どうぞ。 

 

山本委員    確かにお考え分かるんですけれども、住民の感情からいったらなかなか

そうはいきませんで、できたら小選挙区にして原案はこれ１回通りですの

で、次の時からは選挙区変わりますので、そういう心配ないと思いますの

で、やはり住民の考え方も聞き入れて是非共いただきまして、恩情がある

ならば２．なんぼよりも、４名も５名もくださるかもしれませんので、そ

こら辺も考えていただきたいと思います。 

山本会長    はい、どうぞ。 
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坂本委員    会長、事務局に尋ねますけど、特例法を適用したら日吉村の人口からい

って４人も５人もいうことには絶対なりませんので、２人、最高で３人で

すから、勘違いをしないように。 

 

河野委員    選挙区につきましては、私は大選挙区がいいと思います。その理由とし

ましては、できるだけ早く合併の趣旨にのっとって住民に馴染んでいただ

くと、議員さんも同時に馴染んでいただくということが、大切ですのでそ

ういうふうにお願いをしたいと思います。 

 

山本会長    日吉お願いします。 

 

山崎委員    せっかく心一つにして合併をした町でございますから、私は一選挙区で

戦った方がいいと思います。 

 

山本会長    どうぞ、広見。 

 

松本委員    私も基本的には一選挙区、といいますのはやはり先ほどから出ておりま

すように、人数を決めますと二人なら二人ということにすると、何か決め

るときにも問題が起きる感情的にもなりかねないということで、いずれは

しょっぱなだけ小選挙区ですよ、次から大選挙区ですよいってもいずれ切

り替えなければいけない時期が来るわけですから、この際に最初から気持

ちのいいことで、もう大選挙区でスタートすべきじゃないかなというふう

に思います。 

 

山本会長    はい、ありがとうございます。どうぞ。 

 

馬木委員    １回限りという特例よりも、もうこの際大選挙区でやるほうがいいので

はないかと思います。 

 

山本会長    大選挙区でね。どうぞ広見町。 

 

松田委員    私も、初めは小選挙区がいいかなと思っておりましたら、お話を聞いて

おりましたら、日吉の方からやはり一選挙区でやってはどうかという意見

が出てまいりましたら、やはり広見町としても大きな町で一緒にしてもら

いたいという思いがありましたので、一選挙区でお願いいたします。 

 

山本会長    どうぞ、宮本さん。 

 

宮本(幸)委員  やはり、全町一区といいますか最初からそういうふうに心構えをして、
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新町の《聞き取り不能》をしてもらいたいと思います。 

 

山本会長    二宮さんどうぞ。 

 

二宮委員    私も、同意見で大選挙区でやってもらいたいと思います。 

 

山本会長    宮本芳春さん。 

 

宮本(芳)委員  先ほど来選挙区の問題なんですが、大選挙区でやれば日吉から４人も５

人も出られるというありがたい話もありましたけれども、逆の立場もある

わけでございまして、全然出られないというふうなことも含まれるわけで

ございますので、私は一期限りではございますが、一応選挙区をお願いし

たらいうふうに思っております。 

 

山本会長    山下さんどうぞ。 

 

山下委員    失礼します。松田議員さんもおっしゃっておられましたが、日吉の方か

ら大選挙区でという意見も出ました。私も最初は小選挙区のほうがいいか

なと思ったんですけれども、日吉の方からそういう意見が出ましたので、

合併と同時にということで大選挙区をお願いします。 

 

山本会長    日吉、入田さん。 

 

入田委員    私も、大選挙区でいいと思います。仮に今宮本委員が言われたように日

吉の方から議員さんがおられないとしても、かといって、日吉をなおざり

にするということはありえないと思いますので私はせっかく合併するので

すから、もう枠をなくして大選挙区でやるべきだと思います。 

 

山本会長    谷口さん。 

 

谷口委員    大選挙区がいいと思います。小選挙区にしますと、日吉はなんぼ努力を

されても２名以上は取れないということになります。大選挙区で戦ってい

ただきたいと思います。 

 

山本会長    日吉、大森委員。発言してください。 

 

大森委員    これは大変失礼な発言になるかも知れんのですが、仮に小選挙区にして

日吉に割当てをいくらかもらっても、せいぜい２名か３名だろうと思うん

です。その変な話ですがそういう恩を受けて、日吉村に２名割当てしてい

るじゃないかというふうなことを言われるよりかは、堂々と一選挙区にし
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て広見の方の票もいただこうし、こちらからも広見の方に投票もしましょ

うし、そういうことで入り混じった中で、新しい１８人なら１８人、１６

人なら１６人の議員さんの後には日吉村全員があるんだよという形にした

ほうが私はいいんじゃないかと思いますので、全町一区ということでよろ

しいと思います。 

 

山本会長    はい、広見町酒井委員どうぞ。 

 

酒井委員    やはり日吉のために大選挙区のほうがいいと思います。 

 

山本会長    ありがとうございます。芝委員どうぞ。はい、分かりました。 

 

岩本委員    日吉の委員さんの意見を尊重し、大選挙区がいいと思います。 

 

山本会長    はい、ありがとうございます。全員のご意見を賜りました。これも圧倒

的多数で一選挙区ということでございますので、これを原案としてお持ち

帰りをいただきたいと存じます。それでは第４項につきましては、これは

もう常識論でございますので、これで置かしていただきまして、この協議

第６号につきましては、全案件を継続とさせていただきます。ご異議ござ

いませんか。 

 

全委員     異議なし。 

 

山本会長    はい、ありがとうございます。それでは再度申し上げますが、３月定例

議会の間にご議論いただいて、４月の会の時にはそれぞれの町村の原案と

いいますか、それをお持ち寄りいただきたいと思います。 

        ここで１０分ばかり休憩をさせていただきます。再開を４時といたしま

す。 

   （休憩） 

 

山本会長    再開します。 

        協議第７号地方税の取扱いについて、本案を議題として事務局の説明を

求めたいと思います。 

 

宮本班長    失礼いたします。会議資料の６ページをお開きください。協議第７号地

方税の取扱いについて、地方税の取扱いについては、１税率については、

各税とも地方税法の定めによる標準税率とする。２納期については、平成

１６年度については旧町村の例により、平成１７年度から、新たに納期を

定めるものとする。３納期前納付に対する報奨金については、1円未満切

捨てにより算出した額とする。４納税組合に対する納税奨励金制度は廃止



-  - 29

の方向で検討する。基本調整方針としましては、きほく合併協議会では松

野町に集合税がありまして、その取扱いについて記載をしておりました

が、広見町・日吉村では集合税の方式は採用しておりませんのでその表現

を削除いたしました。その外は同じであります。 

        内容についてご説明いたします。参考資料の１３ページをお開きくださ

い。項目別調整方針にあります留意事項及び根拠法令、先進事例について

は、きほく合併協議会と同じ内容でありますのでお目通しをいただいて、

省略させていただきます。１７ページをお開きください。個人町村民税、

法人町村民税、固定資産税の納期につきましては、地方税法に定められた

４期として、平成１７年度から統一をしますが平成１６年度中はそれぞれ

の納期とします。税率につきましては、これまでどおり標準税率としま

す。軽自動車税につきましては、税率は標準税率で、納期は日吉村の例に

よります。たばこ税、鉱産税、特別土地保有税につきましては、現状のま

ま新町に引き継ぎます。入湯税につきましては、現状では広見町にしか温

泉がなく現行のまま新町に引き継ぐことといたします。 

        ナンバープレートの再交付にかかる弁償金は実費相当分ということにし

まして、日吉村の例によることとします。納期前納付これ前納報奨金にな

るわけなんですが、奨励金を１円未満切り捨てた金額として新たに規定を

いたしたいと考えております。 

        また、納税奨励金につきましては、既に広見町は廃止をされており、日

吉村でも平成１６年度から廃止の方向で調整がなされております。これら

は具体的調整方針につきましても、松野町の集合税方式というものがあり

ましたものを除いた外は、きほく合併協議会で説明を申し上げた内容とは

中身が同じであります。以上であります。よろしくご審議ください。 

 

山本会長    説明が終りました。これから質疑、ご意見をいただきたいと思います。 

       はい、どうぞ坂本さん。 

 

坂本委員    この件については、確認してよろしいと思います。 

 

山本会長    事務局の説明にもございましたように、もう大部分ほとんどが前回の協

議の内容と同じであります。坂本委員のご発言に皆さんご賛同いただけま

すでしょうか。 

 

全委員     異議なし。 

 

山本会長    全委員のご異議ございませんので、本案につきましては原案のとおり確

認と決定いたします。 

        続いて、協議第８号地域審議会の取扱いについて、本案を議題として事

務局の説明を求めます。 
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松本班長    失礼をいたします。会議資料７ページになります。協議第８号地域審議

会の取扱いについて 地域審議会については、市町村の合併の特例に関す

る法律第５条の４第１項の規定に基づく地域審議会を新町において設置す

る。各地区の地域審議会の設置及び運営に関し必要な事項を別紙のとおり

定めるものとするという提案であります。別紙につきましては１枚お開き

いただきまして、８ページ９ページに地域審議会の設置に関する事項とい

たしまして記載をしております。地域審議会の制度は合併によって住民の

意見が合併市町村の施策に反映されにくくなるとの懸念がありまして、そ

のことが合併の推進の障害になっていることに対応して、合併市町村の施

策全般に関し、きめ細かに住民の意見を反映していくことができるように

と、創設されたものであります。 

その第１条で審議会の設置を規定をしております。審議会につきまして

は、広見地区地域審議会、これは合併前の広見町の区域を設置区域とする

ものであります。次に日吉地区地域審議会、これも合併前の日吉村の区域

を設置区域とするもので、それぞれの旧町村に地域審議会を設置すること

となります。 

それから、第２条で設置期間を合併の日から平成２７年３月３１日まで

とすると規定をしております。次に第３条所掌事務として新町建設計画の

変更に関する事項、それから新町建設計画の執行状況に関する事項等規定

をしております。 

第４条では組織といたしまして、審議会は、委員１５人以内をもって組

織すると規定しております。次に第５条では委員は、当該地域に住所を有

する者又は当該区域内に存する事務所等に勤務する者で次に掲げるものの

うちから町長が委嘱するということで、公共的団体の役職員、学識経験者

から委嘱するとしています。 

その外、きほく合併協議会で確認した内容等に変更等はありませんの

で、説明を省略いたします。以上よろしくご審議をお願いいたします。 

 

山本会長    説明が終りました。ご質疑、ご意見をいただきたいと思います。どうぞ

松本委員。 

 

松本委員    この件につきましても、確認でいいのではないかと思います。 

 

山本会長    松本委員の方から、今のようなご発言がありましたが、皆さん方ご異議

ございませんか。 

 

全委員     異議なし。 

 

山本会長    ご異議ないようでございますので、本案につきましては原案のとおり確
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認と決定いたしました。 

        続いて、協議第９号新町建設計画について、本案を議題として事務局の

説明を求めます。 

 

宮本班長    失礼いたします。会議資料の１０ページでございますが、協議第９号新

町建設計画について、新町建設計画については、新町建設計画策定小委員

会において検討し、協議会で協議するとしております。新町建設計画につ

きましては、この会の冒頭にも新町建設計画策定小委員会の坂本委員長か

ら小委員会の報告がありましたように、現在策定中であります。策定のス

ケジュールとして１１ページに協議第９号資料として付けておりますが、

県の意見集約等を行い小委員会で内容検討をし、合併協議会で確認をいた

だき、県との正式協議を行うと、これを大体７月に設定をして作業を進め

てまいります。８月の調印に間に合わすように作業してまいりますので、

小委員会で検討協議されました内容につきましては、その都度合併協議会

で委員長から報告いただくことにいたしたいと存じますのでよろしくお願

いいたします。以上でございます。よろしくご審議ください。 

 

山本会長    説明が終りました。ご質疑、ご意見をいただきたいと思います。本案に

つきましては、先刻の１１号報告で坂本委員長さんの方からございました

ように、今後において県との協議を進める中で煮詰まり次第この協議会に

かけていただくというこというふうな運びでございまして、お手元の１１

ページのスケジュールのように、ことが運べば８月には調印かなというふ

うに思っておりますが、こういうことで基本線を踏襲するということでご

意見なければ確認いただきたいわけですが、いかがでございましょうか。

原案のとおりで、確認ちょうだいできますでしょうか。 

 

全委員     異議なし。 

 

山本会長    はい、ありがとうございます。それでは協議第９号につきましては原案

のとおり確認と決定いたします。  

        続いて、協議第１０号特別職の職員の身分の取扱いについて、本案を議

題として事務局から説明をいたします。 

 

松本班長    会議資料の１２ページをお開き願います。協議第１０号特別職の職員の

身分の取扱いについて提案いたします。特別職の職員（町議会議員、農業

委員会委員及び消防団員は除く。）については、その設置、人数、任期、

報酬について、法令等の定めるところに従い、次のとおり調整する。１町

長、助役、収入役及び教育長の任期等については、法令の定めるところに

よる。報酬の額は、広見町の報酬額及び同規模の自治体の例をもとに調整

する。２教育委員会の委員、監査委員、選挙管理委員会の委員及び固定資
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産評価審査委員会の委員の数、任期については、法令の定めるところによ

る。報酬の額は、現行報酬額及び同規模の自治体の例をもとに調整する。

３審議会・委員会等の附属機関については、２町村に設置されていて、新

町において引き続き設置する必要のあるものは、原則として統合する。１

町村のみに設置されているものは、合併後速やかに調整する。委員数、任

期、報酬額等は現行の制度をもとに調整する。４その他の特別職について

は、新町において引き続き設置する必要のあるものは、現行の任期、報酬

額等をもとに調整し、合併時に新たに設置する。５新町の長の職務執行者

については、合併までに２町村の長が別に協議して定めるものとするとい

う提案であります。 

 新設合併の場合、町村長、助役、収入役、教育長、各種審議会の委員など

の特別職の職員は法律で定められているもの以外は全員その身分を失い、

新町において新たに選任されることとなります。また、新町の町長が選挙

されるまでの間は、合併までに２町村の長が協議して定めた町長職務執行

者が職務を執行することとなります。 

  なお、教育委員会の最初の委員、議会において選出されるまでの間の選

挙管理委員会委員、農業委員会委員、固定資産評価審査委員会委員につい

ては、町長の就任を待たず合併時に特別に選任することとなります。 

 監査委員につきましては、特別選任の手続がありませんので、町長の就任

を待って選任することとなります。以上よろしくご審議ください。 

 

山本会長    以上で説明がございましたが、一つ脱字がございますので挿入をお願い

したいと思います。 

        ５項「新町の職務執行者」となっておりますが「新町の長の職務執行者」

長が抜けておりますので、一字挿入をお願いします。 

        ご意見、ご質疑ございましたら、いただきたいと思います。 

        この案も前回と変わっておりませんのですが、いかがでしょうか確認をい

ただけましょうか。 

 

全委員     異議なし。 

 

山本会長    全員の方の承認をいただきましたので、確認と決定させていただきまし

た。 

        続いて協議第１１号条例、規則等の取扱いについて、本案を議題として事

務局の説明を求めたいと思います。 

 

松本班長    会議資料の１３ページになります。協議第１１号条例、規則等の取扱い

について提案いたします。広見町及び日吉村の合併については、新設合併

であり、関係町村の条例・規則等は合併と同時に消滅するため、新町にお

いて新たに条例、規則等を制定する。条例、規則等の制定については、次
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の方法による。１ ２町村で施行されているものについては、いずれかを

基本に内容調整を行う。２ １町村のみで施行されているもの及び公の施

設については、原則として現行のとおりとする。３ 合併協議会で確認さ

れた事項については、それぞれの調整方針に従って内容調整を行う。４ 

制定については、新町の事務事業に支障をきたさないよう、次の区分によ

る。 ①合併時に町長職務執行者の専決処分により即時制定し施行させる

もの。 ②町長職務執行者の専決処分になじまないもので、新町議会で逐

次可決し、制定、施行させるもの。 ③各町村で施行されていた条例、規

則等で、目的、内容により一定地域を対象に引き続き暫定的に施行するも

のという提案であります。 

このうち、４番の②町長職務執行者の専決処分になじまないもので、新

町議会で逐次可決し、制定、施行させるものといたしましては、議会の委

員会条例、議会会議規則、議会事務局設置条例など議会内部組織に関する

条例あるいは、規則、それから監査委員の規程等があります。 

それから③の各町村で施行されていた条例、規則等で、目的、内容により

一定地域を対象に引き続き暫定的に施行するものといたしましては、現

在、税条例とか国民健康保険税条例などが、それぞれ納期限とか保険税率

等が違いますので、暫定的に施行していかなければならないのではないか

というふうに考えております。 

なお、新町において制定いたします条例、規則、規程、要綱、それから

訓令、告示を含めますけれども、これらにつきましては、現在例規の第一

次原案作成に向けて調整を行っている段階です。松野町が離脱いたしまし

たために例規の調整方針を再検討するという作業が生じましたけれども、

その分原案作成が遅れておりますが、今後第一次原案作成検討、さらに第

二次原案作成検討を行いまして、最終の新町例規案は１０月末ころを目標

といたしまして作成したいというふうに考えております。以上よろしくご

審議をお願いいたします。 

 

山本会長    説明が終りました。これから、質疑ご意見をちょうだいしたいと思いま

す。この案につきましても、２町１村の協議内容とほとんど変わっており

ませんので、説明のとおりご承認いただけますでしょうか。 

  

全委員     異議なし。 

 

山本会長    格別ご異議ございませんので、原案のとおり確認と決定させていただき

ます。続いて協議第１２号組織及び機構について、本案を議題として事務

局から説明をいたします。 

 

松本班長    会議資料１４ページに移ります。協議第１２号組織及び機構について提

案をいたします。１ 新町の組織及び機構は、現在の広見町及び日吉村の
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庁舎を有効活用したものとする。(1) 日吉村の事務所の位置には、現在の

村の区域を所管し、現行組織から管理機能を除いた組織を、支所として合

併時に設置する。(2) 現在の連絡所その他の出先機関等は、合併後も現行

のまま存続する。２ 新町の組織及び機構については、住民サービスが低

下しないよう十分配慮する。３ 新町の組織及び機構は、「新町における

行政組織及び機構の整備方針」に基づき整備する。 

【新町における行政組織及び機構の整備方針】 

合併時における組織及び機構は、合併の趣旨を踏まえ、その効果を最大

限に生かすため次の事項を基本として整備するものとする。ただし、合併

後は常にその組織及び運営の見直し、効率化に努め、規模等の適正化を図

るものとする。(1)住民にわかりやすく、利用しやすい組織機構 (2)住民

の声を適正に反映できる組織機構 (3)簡素で効率的な組織機構 (4)新町

の建設計画を円滑に遂行できる組織機構 (5)指揮命令系統を簡素化し、

責任の所在が明確な組織機構 (6)地方分権における行政課題に迅速かつ

的確に対応できる組織機構 (7)本庁と支所からなる組織機構という提案

であります。 

新町の組織機構につきましては、事務の効率化と住民の利便性の均衡を

図りつつ、本庁においても支所においても、住民に合併前と同じような対

応と手続のしやすさ簡素化が図れるようにしなければならないと考えま

す。また、一方で厳しい財政状況を踏まえまして合併後に過大な組織とな

らないように、さらには適正な定員管理計画のもと、総人件費を抑制しつ

つ十分に配慮した組織及び体制とすることも重要なことであることから、

財政面及び事務の効率化を図りながら、住民サービスの低下を防ぎ、住民

の利便性の維持に最も適した本庁及び支所機能を構築するものでありま

す。 

また、事務の効率化及び住民の利便性を図るため、支所でほとんどの手

続が完了し、また対応できるようなコンピュータネットワークの整備を行

い、地域住民の利便性を維持し向上できる体制とします。 

このとから、新町の組織機構については、今ほど提案いたしました基本

調整方針に基づきまして構築することとしております。また、現在組織機

構につきましては、専門部会で検討に入っておりできるだけ早い段階で、

組織の概要をご報告したいと思います。以上よろしくご審議をお願いしま

す。 

 

山本会長    以上で説明が終りました。ご質疑並びにご意見をいただきたいと思いま

す。どうぞ、山崎委員。 

 

山崎委員    この提案組織につきましては、物件組織と人的な組織この二本があるん

じゃなかろうかと思いますが、物件組織については１項目でうたわれてお

りますけれども、あと２と３について人的、いわゆる理事者そしてまた特



-  - 35

別職等の関係をうたわれておるわけですが、特に住民サイドから見ますと

この組織あるいは機構が一番、住民サービスが低下しないような、いうふ

うなことにうたわれておりますけれども、住民から見ますと一番心配にな

ることではなかろうかというふうに判断をいたします。ただここの型どお

りの提案よりも、やはりもう少し深く掘り下げて住民サイドから見たサー

ビスの向上、このことを目指して協議をする必要があるのではなかろうか

というふうに私は考えますが、事務局の方の考えをお聞きします。 

 

山本会長    今の点につきましては、事務局から申し上げます。 

 

高田事務局長  ご質問ごもっともだと思いますが、本日ここへ提案する段階には至って

おりませんが、具体的に組織図をこしらえて、どこにどういうふうに配置

をするかというふうなことを、今後早急に検討をしてまいりたい、いうよ

うに思っております。組織っていうのは、今申されましたように住民サー

ビスといいますか、住民の便益をどういうふうに生かす、保つかという

か、組織とはそういうふうな私は生き物だというふうに捉えております

が、今後そういう組織がどういうふうに地域住民のサービスのために生き

てくるのか、活かされてくるのかその辺を十分注意しながら今後組織づく

りを考えていきたい、いうふうに考えております。そういう組織ができ次

第皆様の前に提案をしたいというように考えておりますので、しばらくお

時間をいただいたらと思います。 

 

山崎委員    了解しました。 

 

山本会長    ただ今の説明のとおりでありますが、調整案につきましては文言形式に

なっておりますので、できるだけ早い時期に具体的にお示しのできる組織

図、これを中心に皆さん方にご説明申し上げる段階が来ようと思っており

ますので、そういうことでご了解いただきたいと思います。 

        芝委員さん、先ほどご心配のありました点について再度ございましたら

どうぞ。 

 

芝委員     基本的な私の考え方を申し上げたので、名称には私はこだわっておりま

せん。今説明されたように、現実的にその新町の組織の構図が示されたと

きに、いろいろな議論を申し上げたいと思いますので、この場では別に申

し上げることはございません。 

 

山本会長    はい、ありがとうございました。 

       この点につきましては、第１項の(１)でございますように、日吉村の事務

所の位置には、現在の村の区域を所管して、そして現行組織から管理機能

を除いた組織を、原則として支所に残すとこういう表現でございますので
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そう極端にご心配の向きはないんじゃないかと思っているところでござい

ます。文章表現でございますから、具体性には当然欠けるわけであります

が、できるだけ早い時期に組織図をお示しして、どういうスタイルになる

のか、そういう手はずにいたしておりますので、今日の調整案につきまし

てはこの表現でご確認いただければありがたいと思いますが、いかがでご

ざいましょう。はい、どうぞ坂本さん。 

 

坂本委員    先ほどから意見がありますように、新町の組織及び機構が現在のそれぞ

れの庁舎を有効に活用すると、そこに人員をどういう配置にするのかとい

うことまで具体的なものができなかったら確認できないというようなもの

ではないですよ。だから私はこういう方式で本庁支所を活用して住民の福

祉増進に努めるということの精神で、この機構が示されておりますから、

これで確認してよろしいんじゃないかと思います。 

 

山本会長    はい、ありがとうございます。適切なご発言いただきました。趣旨はあ

くまでも住民サービスの低下は防ぐと、これ当然でありますがそういうこ

とで、最大限に両施設を活用する中で対応するということでありますの

で、原則論でございますが、ご異議なければ原案で確認をちょうだいした

いわけでありますがいかがでしょうか。 

 

全委員     異議なし。 

 

山本会長    ご異議ございませんね。ありがとうございます。それでは協議第１２号

につきましても原案のとおり確認と決定させていただきます。 

        協議第１３号一部事務組合等の取扱いについて、本案を議題として事務

局から説明をいたします。 

 

松本班長    会議資料１５ページに移ります。 

       協議第１３号一部事務組合等の取扱いについて提案をいたします。 

       １一部事務組合については、合併の日の前日をもって当該組合から脱退

し、新町において合併の日に当該組合に加入する。２鬼北土地開発公社に

ついては、新町として、引き続き加入するものとするという提案でありま

す。 

        現在２町村が加入しております一部事務組合といたしましては、愛媛県

市町村職員退職手当組合、愛媛県消防団員等災害補償退職報償金組合、愛

媛県自治会館管理組合、愛媛県町村議会議員公務災害補償組合、愛媛県市

町村交通災害共済組合及び宇和島地区広域事務組合があります。 

        土地開発公社につきましては、公有地の拡大の推進に関する法律第１０

条第１項において地域の秩序ある整備を図るため必要な公有地となる土地

等の取得及び造成その他管理等を行うため設立されたものでありまして、
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設立には議会の議決を経て定款を定め、都道府県知事の認可を受けなけれ

ばならないというふうになっております。この鬼北土地開発公社につきま

しては、三間町、広見町、松野町、日吉村の４町村が加入をしております

けれども、三間町につきましては宇和島市等との合併の前日までに脱退と

いうことになります。また松野町につきましては合併協議会から離脱はさ

れましたけれども、鬼北土地開発公社には現在加入されております。した

がいまして、新町として引き続き鬼北土地開発公社に加入をするという表

現とさせていただいております。以上よろしくご審議をお願いいたしま

す。 

 

山本会長    説明が終りました。ご質疑並びにご意見をちょうだいしたいと思いま

す。 

        この案につきましても全く、前回の協議と同一でありますのでご異議ご

ざいませんか。 

 

全委員     異議なし。 

 

山本会長    はい、全員のご異議ございませんようでございますので、確認と決定い

たします。 

        協議第１４号補助金、交付金等の取扱いについて、本案を議題とし事務

局の説明を求めたいと思います。 

 

宮本班長    失礼をいたします。会議資料の１６ページをお開きください。協議第１

４号補助金、交付金等の取扱いについて、現在の２町村での団体等に対す

る補助金、交付金については、従来からの経緯、実情を考慮に入れ、新町

での必要性、公平的な観点及び財政面において十分検討するとともに、各

種団体等に対する補助金交付基準を定め、調整を図るものとするとしてお

ります。 

        基本調整方針につきましては、３町村であったものが２町村に変わりま

したのでその点についての変更を行っております。内容のご説明を申し上

げます。参考資料の３９ページをお開きください。そこに記載しておりま

す留意事項及び根拠法令、先進事例につきましては、きほく合併協議会の

資料と内容は同じでありますので、お目通しいただいて省略をさせていた

だきます。 

        ２枚めくっていただきまして４１ページから４２ページにかけまして、

平成１３年度の２町村のそれぞれの業務における補助金の支出状況につい

て、記載をしております。これはあくまでも１３年度中に支出をされた実

績ということで、これから支出をするというふうなものではありませんの

で、その点ご確認をお願いしたらと思います。具体的調整方針につきまし

ては、内容の変更はなく平成１６年度については、各町村予算での団体補
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助金を適用するが、平成１７年度当初予算からは、各団体の統合状況及

び、活動状況等を参考にし、行政改革推進及び補助金等の支出の適正化の

観点から、他団体補助金等との整合性も勘案し新たな基準により調整を行

うとしております。これも前回と同じく平成１６年度につきましては、そ

れぞれの町村におきまして当初予算で計上した団体補助金についてその年

度はそのままとして、新町における平成１７年度予算から新たな基準によ

り補助の見直しを行おうとするものであります。以上でございます。よろ

しくご審議ください。 

 

山本会長    説明が終りました。ご質疑並びにご意見をちょうだいしたいわけであり

ますが、参考資料にございますように、かなり広範囲にわたって団体助成

金等出ておりますが、これは現在１６年度予算編成中でございますが、大

変な財政危機でございますのでずいぶんとこの資料から見ますと変わって

くると思っておりますが、いずれにいたしましても１７年度以降は速やか

に調整をしようというふうにうたっておるわけでありまして、この件につ

きましては、先般の２町１村の協議会でもずいぶんと議論をちょうだいい

たしました。あくまでもやはり公益性があるかどうか、その団体の存在価

値をどう認めるのかというふうなところに議論は尽きろうと思いますが、

今日のところは文言形式になっておりますけれども、こういうことでご提

案申し上げて確認をいただきたいというふうに考えておるところでござい

ます。 

 

委員      原案承認します。 

 

山本会長    はい、ありがとうございます。原案承認の声をちょうだいいたしまし

た。ほかにございませんか。はい、全員の方のご異議ないようでございま

すので、協議第１４号につきましては、原案のとおり確認と決定させてい

ただきます。 

        続いて協議第１５号行政連絡機構の取扱いについて、本案を議題とし事

務局の説明を求めたいと思います。 

 

松本班長    それでは会議資料の１７ページに移ります。協議第１５号行政連絡機構

の取扱いについて、提案いたします。行政連絡機構（区長・組長制度等）

については、平成１６年度は現行のとおりとし、平成１７年度から調整す

るという提案であります。ここで参考資料の４５ページをお開き願いま

す。ここで行政連絡機構の取扱いということで、現況をお示ししておりま

すが、この中で表の中ほどに報酬という欄がありますけれども、これにつ

きましては、広見町・日吉村それぞれ区長、組長報酬等若干違いがあるよ

うでありますので、これらのことも含めまして１６年度は現行のとおりと

しますけれども、１６年度中に報酬等の調整協議を行わせていただきまし
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て、平成１７年度からは調整した内容に基づいた行政連絡機構とするもの

として提案をするものであります。以上よろしくご審議をお願いいたしま

す。 

     

山本会長    説明が終りました。ご質疑ご意見をいただきたいと思います。提案いた

しておりますように１６年度は現行のままいかせていただいて、１７年度

は調整しようという案であります。中身につきましてはかなり差異があろ

うかと思いますけれども、これは新町になりましてからの調整にさせてい

ただくといことでございます。 

 

坂本委員    会長。 

 

山本会長    はい、どうぞ坂本さん。 

 

坂本委員    この件については今説明がありましたように、それぞれ１町１村の中に

は均衡を失したものもございますから、これは合併協議会においてそれを

適正にという議論をしなくても、行政の責任で１６年度中に適正調整をさ

れるいうことが義務ですから、義務的な受け止め方を行政が持っていただ

いて、原案を協議会としては確認してよろしいんじゃないかと思います。 

 

山本会長    はい、ありがとうございます。ほかにございませんか。これはお説のと

おり当然ながら調整を図るべき内容であります。そのほか取り上げれば１

町１村それぞれの歴史的背景ございますから、差異はございますけれども

新しい町になる以上はできるだけ速やかに調整を取りたいというふうに考

えております。原案でご承認いただきましょうか。 

 

全委員     異議なし。 

 

山本会長    はい、ご異議ないようでございますから、協議第１５号につきましては

確認と決定させていただきました。 

        続いて協議第１６号町字名の取扱いについて、本案を議題とし事務局か

ら説明をいたします。 

 

宮本班長    失礼をいたします。会議資料の１８ページをお開きください。協議第１

６号町字名の取扱いについて、大字の名称・区域は、従前のまま新町に引

き継ぐ。 

        内容についてご説明申し上げます。参考資料の４６ページをお開きくだ

さい。項目別調整方針のこれも留意事項、先進事例につきましては、きほ

く合併協議会での内容と同じでありますのでお目通しをいただいて、省略

させていただきます。基本的に大字名はその地域、地域の過去からの歴史
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や文化が染み込んでおり、地域の方々にもそれぞれ愛着のある地名だと考

えております。また、今回の合併に伴い同じ大字名はありませんので、郵

便物の配達等に必要な住居表示や土地の表示にも影響はないと考えられま

す。そのため合併による変更等は必要なく、従前のまま新町に引き継ぐこ

とが良いと考えております。以上でございます。よろしくご審議くださ

い。 

 

山本会長    説明が終りました。ご所見をお伺いしたいと思いますが、これにつきま

しても。  どうぞ二宮さん。 

 

二宮委員    質問いいですか。 

 

山本会長    どうぞ。 

 

二宮委員    大字いうのは省くことはできんのですか。 

 

山本会長    この件については事務局所見を。大字という二文字ですね、これを省略

ということでしょ。 

 

二宮委員    はい、合併の際に。 

 

宮本班長    これは、細かく調整をまたしていかないといけないですが、字区域それ

から大字名称、町名の名称につきましては、知事に届け出まして官報に掲

載をされて、それでその効力が発生しましたら、その後土地登記簿とかい

ろんな書類についてもすべてやり直しというふうな状況が発生してきま

す。大字というのは大字近永、大字下鍵山というようにそれぞれの地名の

冠詞として大字という言葉がついておるというふうに理解をしております

が、この点につきましても行政的な手続を踏まえれば、省くことはできる

というふうに考えております。 

        今回の合併の際にのけてしまうのがいいのか、それとも一つの町になっ

てすべての大字について、大字というものは全て抹消しますよという届出

をして承認をいただくほうが手続的にいいのか、その点につきましては、

行政的な手法がございますので、研究をさせていただきたいというふうに

考えております。 

 

山本会長    今の説明でいかがでございましょうか。よろしゅうございますか。 

 

二宮委員    はい。 

 

山本会長    入田さん、どうぞ。 
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入田委員    これはちょっとささやかな希望なんですが、私どもの日吉で若い者の中

から日吉村の日吉という字をどこかに残してもらえないかという声をいろ

いろ聞くものでして、この際この参考資料の先進事例をのぞきましても、

南宇和合併協議会の中の一本松町の方に、一本松というのが新たに加わっ

ておるのも見受けられますので、どうにかそういった形で日吉というの

を、若者の中からそういった主張がありまして、この協議会で委員さんの

ご同意を得られるのであれば、事務局の方でもう一度考えていただければ

と、あくまで地域エゴとかそういった類のものではないんですが、ささや

かな希望として、この会で提案させていただきます。 

 

山本会長    芝委員さん。 

 

芝委員     入田委員さんとの非常に関連が深いご質問を申し上げたい、このように

考えますのでかまいませんでしょうか。入田さんへのご返答の前に、私の

方からもそれに関連する一つのご要望を出したいとこのように考えておる

わけですが。 

 

山本会長    はい、どうぞ。 

 

芝委員     先日もちょっとそういうことで、それだけではないんですけれども、合

併協議会の委員さんと議会議員と懇親会がございました。別にまとまって

こうしよう、ああしようということではなかったんですけれども、それぞ

れの意見の交換会がありまして、今入田さんの方から出されたような日吉

という非常に貴重なといいますか、特に山奥のこの日吉村でございますの

で、この日吉という名称に対する愛着が非常に強いと、それでこの新しい

町名の下に大字を廃して各地域、ちょっとこれは奇異な提案というふうに

お受け止めの方も多いと思いますけれども、我々としては一生懸命なんで

すが、変形になりますけれども大字を廃して、仮に今までどおりのきほく

町ということになれば、きほく町日吉上大野というふうに、そして下鍵山

はきほく町日吉下鍵山と、こういうふうに字名をしてもらってはどうかな

という意見の方も多数おいでだったようでございました。私もちょっと奇

異な感じはするけれども、馴染んでみればそれもいいのではないかと、あ

くまでも日吉に生まれて、日吉に育ってずっと今からも日吉の中で生きて

いかれる方々への、一つの遺産として私はこの日吉という名称を各地域の

上に冠したいと、かぶせて字名にしたいと、このようにしていただきたい

というふうに提案するものでありますけれども、よろしく取り計らいをお

願いします。 

 

山本会長    今のご意見ですが、事務局に注文つけたいのですが、大字という二文字
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をのける作業、私の記憶では日吉でも過去にあったんです。これをのける

ことによって、お互いが宛名書きをしても二文字省略できるじゃないかと

いうことで検討に入ったんですが、これ今ありましたように戸籍簿、住民

票全部修正していかないけんのですよ。そういうことに行きあたって実は

頓挫しとったわけですが、可能なれば大字という二文字をのけるとこと

は、制度上可能ではないかと私思うのですが、検討してもらいたいと思い

ます。それは確かに労力的にかなり省けますから、年賀状書きましても。 

書かなくても届きますけどね。十分届きますけど、あえて大字つける必要

があるのかないのか、今日的に。それは大抵議論してもいいと思います。

ただ、日吉下鍵山、日吉上大野にすると、広見小松、広見近永というふう

なことにならんとバランス的にどうかなと思うんですが、そこらやはり広

く日吉だけに限らず全体の中で議論していかないと、どうかなと私思うん

ですが。いかがでしょう。 

 先ほど一本松の話が出ておりますが、この説明からいくと正木、増田、

小山、中川、広見、満倉とありますが、それに上大道と一本松が加わって

大字の範囲を広げたといいますか増やしておりますね。だからどこかの地

域が分かれたというか何かそういうことになってるんじゃないかと思いま

すが、全体を一本松じゃなしに、一本松という字名が新しく生まれたとい

うことですね。 

 

入田委員    私も個人的には、仮にこれがお許しいただけるのであれば、そういった

形のほうが新町誕生の一体感、これ全部に日吉、日吉と付けるのもどうか

なと思うんですが、ただ私の希望としては一本松のようにどこかに日吉を

ささやかで結構ですので、何か残させていただいたらと思うんです。 

 

山本会長    まず字名の変更が法律的に可能かどうか、合併までにそれをしてないと

後一切認めないというのか、その辺のことを一応調査をして欲しいと思い

ます。合併後でもできるのであれば、これは検討していい話でございます

から。ただ、今般の合併調印までの間にそれを整理しておく必要があるの

かどうか、そこらも含めて検討させていただきたいと私は思うのですが。 

 

宮本班長    ただいまの件につきましては、細かく調査をもう少しさせていただい

て、ご返答させていただきたいと思いますが、大字をのけて日吉を入れれ

ば字数は同じかなというふうにまず思います。広見が入っても大字の替わ

りに広見が入るので字数は同じというふうなことになろうと思います。そ

れから大字の区域の変更それから名称の変更というのは、合併の時期じゃ

ないとできないということはありませんので、今現在やりますと、広見町

と日吉村で別々に手続をしながら、県の方に申達をしなければならない。

合併後に行えば一つの町で１回の手続で済むというふうなこともございま

す。そこら辺もありますし行政的な手法もございますので、十分に事務局
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のほうでも検討させていただいて、そこら辺は調整させていただきたいと

いうふうに考えます。 

 

山本会長    入田さんそれで、よろしいですね。 

はいどうぞ。 

 

松浦委員    すみません。私がものを言うと思いやりがないと言われますので、余り

言わないつもりでおるんですけれども。今、広見町は旧１町４村で５０年

近くなりますが、やはり好藤は好藤、三島は三島っていう名称というのは

絶対消えません。それはなぜかというと、ご承知いただいておりますよう

に、地域の皆さんのやる気を起こすためには、その地域のやはりいろんな

行事も独自性を持ってやっていただく、いうことになりますと、敬老会に

いたしましても、運動会にいたしましても好藤地区運動会、好藤地区敬老

会ということでございまして、予算もそれなりにずっと配分をいたしてお

ります。で、その思いはあまりありすぎても合併にはよろしくないんです

けれども、５０年経ってやはり変わったのは先輩の言われるのは、やはり

中学校を統合してから本当に広見町になった。やはり１０年間はいろんな

時代背景もありますけれども、地区の思いというのが強く出すぎておった

んではないかというふうに言われておりますが、現在はそういうのはひと

つもありませんけれども、やはり三島、愛治、好藤、泉、近永っていうも

のは厳然として残っておりますし、皆さんの思いはそれで十分に伝わって

おるのではないかというふうに私は考えておりますが、日吉村については

まだ合併をされた経過がないわけですから、思いがあるのは当然だろうと

いうふうに思っておりますけれども、やはりそこらも、もう一度これここ

で決めなくてもいろいろできるということでございますから、冷静にひと

つ考えていただいて、日吉が付いてそしたら広見ということにはなりませ

んので、広見はそのへんのところは、日吉が付けたから一緒に付けてくれ

ということにはならないと思いますけれども、十分協議をされてやはり合

理的な判断をしていただくことのほうが、よりベターではないかと、名前

よりも実質的に地域の皆さんがやる気を起こすような組織づくりというか

町運営というかそういったものが大事なような思いがいたしております。

決して思いやりないわけではございませんので、ひとつその点だけはよろ

しくお願いします。 

 

山本会長    ありがとうございました。確かに県内、県外を問わず今般の合併議論の

中では、言うまでもなく地域の名称、庁舎の位置この二つがなかなか論争

の的になっていると記憶しておりますが、そういう面からいくと今入田委

員が言われたように、日吉というそのどういいますか、その固有名詞とい

いますかそれに対する愛着は、私は分からんでもないと思っております。

松浦町長言われましたように、公民館活動これが非常に今後は今まで以上
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に私、大事な時代が来ると思っておりますが、その公民館の名称は旧町、

旧村の名称を使っております。三島公民館、好藤、愛治、近永等々でござ

いまして、そういう面からいくと日吉公民館という名前が残ると思ってお

ります。したがって大字名は現在使っておる大字名を使って、地名はそれ

ぞれの施設なりいうものにかぶせていうことで、例えばきほく町立日吉中

学校、日吉公民館、日吉診療所、日吉夢産地というふうなことになるわけ

でして、決して日吉という呼称が消えてしまうわけではございません。そ

ういうことも含めてご判断をいただきたいなと思っておりますが、お説は

事務局も受け止めておりますので、検討させたいと思っております。 

        大字という二つの活字をのけるという問題と、それから現在の大字に旧

町村の名前に関する大字名をつくっていいのかどうかという問題、これな

かなか大きな問題ですので、合併協議会でとことん詰めて結論なかなか難

しいと思いますが、今般の合併は提案させていただいております内容でご

承認いただいて、新町になってからでもこれできない話ではございません

ので、どうですかその辺はいけませんか。 

        どうぞ、坂本さん。 

 

坂本委員    ちょっとお訪ねをしますけど、先ほど大字をのけたらどうかという意見

がありました。私ものけたほうがいいと思います。何々町の北川、これで

いいと思う。だから、それも差し支えないと思います。それから日吉から

今二人から意見が出ました。大字日吉父野川下ということ、是非大字日吉

を入れて欲しい。これも差し支えないでしょ、入れても。だから日吉の地

域の住民がどうしても日吉ということは、やはり歴史文化のしみこんだ日

吉だからということで日吉というものを表現したいということなら、それ

は合併協議会で入れたらいけんとかいいとか言わなくてもいいんじゃない

ですか。だから、この広見町でもたくさんあります。大字はのけたほうが

いいと、何々町の北川、何々町の生田これでいいんじゃないかというこが

多いから、それも大字を削除することもかまわないが日吉村は大字日吉を

入れて古名を入れたい言うのが、事務局で法的にかまわないというのなら

そういうことでやればいいので、このことにあまりこだわらなくてもいい

と思いますけれども。ちょっとおかしいなと思うんだけど、あまり言いた

くはないけど、広見町の大字名の中に日吉村の現在の大字名が同じよう

な、例えば下大野というのが広見町にありますけれども、日吉村には上大

野があって下大野がありませんし、同じ名前がないのにどうして大字日吉

と入れないといけんのかなというような気もするけど、それにはあまりこ

だわりたくはありません。 

 

山本会長    入田委員の発言は、全村民の集約した意見ではなくして、若者の会合の

中でそういう意見があったというご披露でしょ。ですからそれはやはり全

体の中で議論していただいて、妥当性があるとすれば坂本さんいわれたよ
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うな方向で検討していただくのも結構ですし、まあそこまでやる必要ない

んじゃないかということになれば、広見町と同じレベルできほく町大字の

けてきほく町下鍵山、きほく町上大野というふうな使い方、こうなってく

ると思うんです。これは、ちょっと今日の段階では。 

        入田さんどうですか継続にしてというふうな強いご意見でしょう、どう

もムード的には何人かおいでと思いますけど、日吉を冠することに対して

賛成だという方もおありと思いますけど。 

 

入田委員    この協議項目では従前のまま、新町に引き継ぐ、従前のままになってお

りますが、極端な話をすれば、合併までにそれが変わってしまえばそれが

従前のままになるのかなとも思いますし、そういう捉え方もできるのかな

とは思いますが。先ほど事務局の方もおっしゃっていましたけれども、そ

れは合併してからでもできるということ、それはそこで区切って合併で、

それからでもできるということ、お伺いしましたので、この案件について

はそれが確認できれば私のほうでは異議ございません。 

 

山本会長    日吉のほかの委員さん方どうですか。入田委員の発言に対して全面的に

どういいますか、賛成という立場でお考えでしょうか。その辺をちょっと

確認させていただきたいのですが。 

        継続にするのか、入田さん言われたように発言はしたけれども、期限は

別として検討してもらうということを条件に確認というふうにおっしゃる

のか、その辺を精査していただいて。 

        いいですか、それでは一部といいますか若者の方の会合の中でそういう

ご意見があったということをご紹介いただきましたので、そういうことを

受け止めて、大字という二文字をのけることも含めて事務局で検討させ

て、日吉を付ける････（テープ切換え：聞き取り不能）････ 

        ご異議ないようでございますが、そういうことで取り扱いさせていただ

きたいと思います。したがって調整案のとおり大字の名称・区域は、従前

のまま新町に引き継ぐということで確認をさせていただきます。 

        時間が５時を過ぎたわけでありますが、申し訳ございません。後数件と

なっておりますので、ご協力をお願いしたいと思います。 

        協議第１７号慣行の取扱いについて、本案を議題とし事務局の説明を求

めます。 

 

宮本班長    失礼いたします。会議資料の１９ページをお開きください。協議第１７

号慣行の取扱いについて、１町章、町花及び町木は、合併までに公募によ

り選定するものとする。２町民憲章、宣言、シンボルマーク、キャッチフ

レーズ、町歌等は、合併後新町で定めるものとする。３名誉町民制度は合

併時に調整する。現名誉町村民については、既に各町村において功績を讃

えるため、その称号を贈っていることから、現行のまま新町に引き継ぐ。
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ただし、待遇及び特典については合併時に調整するものとする。 

        内容をご説明申し上げます。参考資料の４７ページをお開きください。

項目別調整方針については、慣行の取扱いについての留意事項、先進事例

を記載しておりますが、この内容につきましてもきほく合併協議会と変わ

っておりませんので説明を省略させていただきます。 

        １枚めくっていただきまして、現在の慣行について両町村の状況を記載

し、具体的調整方針を記載しております。それぞれの具体的項目につきま

してもきほく合併協議会での確認事項と同じでありますが、まず町村章及

び花、木ですが現在の町村章とその意味及び町村の花と木を記載しており

ます。今回の合併に際しましては、具体的調整方針としまして、町章、町

花及び町木は、合併までに公募により選定するとしております。公募の方

法については、今後この協議会を通じまして協議を行っていきたいと考え

ております。 

次に町村民憲章ですが現在は広見町で制定されているだけです。具体的

調整方針としまして、町民憲章は、合併後新町において定めるものとする

としております。 

次に、町村の歌、踊りですが、両町村に町民歌、音頭が作成しておりま

すが、これにつきまして町歌は、合併後新町において定めるものとする。 

現在の歌・踊りは、地域の歌・踊りとしてそれぞれ残すものとするとして

おります。 

１枚めくっていただきまして、町づくりのシンボルマールですが、広見町

にはありますが日吉村では作成をしておりません。具体的調整方針としまし

てまちづくりのシンボルマークは、合併後新町において定めるものとする

としています。 

町づくりのキャッチフレーズですが、両町村共に作成されております

が、これは長期計画とか建設計画の策定に伴い作られるもので、新たな計

画ができると変わってきます。具体的調整方針としまして、まちづくりの

キャッチフレーズは、合併後新町において定めるものとするとしておりま

す。 

次に町村の宣言等ですが、両町村に各宣言が制定されており、それぞれ

に差があります。具体的調整方針としまして新町において検討のうえ定め

るものとするとしております。 

続きまして名誉町村民ですが、両町村とも名誉町村民の規定はあり、そ

れぞれに名誉町村民が顕彰されております。具体的調整方針としまして、

名誉町民制度は合併時に調整する。現名誉町村民については、既に各町村

において功績を讃えるため、その称号を贈っていることから、現行のまま

新町に引き継ぐ。ただし、待遇及び特典については合併時に調整するもの

とするとしております。 

以上でございます。よろしくご審議ください。 
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山本会長    説明が終りました。ご質疑ご意見をいただきたいと思います。 

 

委員      異議なし。 

 

山本会長    異議なしの声がございました。ご異議ございませんか。 

 

全委員     異議なし。 

 

山本会長    はい、全員ご異議ないようでございますので、本案につきましては調整

案のとおり確認と決定いたします。 

        それでは協議第１８号でございますが、本案につきましては前提案をい

たしておりませんで、本日新しく提案をさせていただきました。農業委員

会委員の任期及び定数の取扱いについて、本案を議題とし事務局の説明を

求めます。 

 

松本班長    それでは会議資料の２０ページをお開き願います。協議第１８号農業委

員会委員の任期及び定数の取扱いについて提案をいたします。 農業委員

会については、合併時に統合するものとし、農業委員会の選挙による委員

は、市町村の合併の特例に関する法律第８条第１項第１号の規定を適用

し、平成１７年７月１９日まで引き続き新町の農業委員会の選挙による委

員として在任する。新町の選挙による委員の定数は、２０人とする。ま

た、報酬の額は、合併時に調整する、という提案であります。     

 なお、この特例の期間につきましては、日吉村の農業委員会の委員さん

の任期であります平成１７年７月１９日として提案するものであります。

農業委員会委員の定数を２０人とすることにつきましては、選挙による委

員の定数は農業委員会等に関する法律第７条の規定によりまして１０人か

ら４０人までの間で定めることになっております。新町の定数の基準は３

０人以内となりますが、今日の農業を取り巻く地域実情に応じた自主的か

つ弾力的な農業委員会を運営するために定数を２０人とするものでありま

す。なお、選挙による委員数が２１人以上の農業委員会については、農地

部会を置かなければならない規定があり、部会の定数は１５人となってお

ります。農地部会を置くことによって、農業委員会の事務が分散されるこ

と、それから農地部会の委員の担当地域が広範になること等を考慮して、

農地部会を置かなくてよい定数の２０人としたものであります。また、各

農業委員の担当地区につきましては、新町の在任期間中の農業委員会で事

務処理要綱等を定めることとなります。 

        以上よろしくご審議をお願いいたします。 

 

山本会長    説明が終りました。ご質疑ご意見をいただきたいと思います。これも前

回の協議とまったく内容は同一でございますのでご承認いただきましょう
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か。 

 

全委員     異議なし。 

 

山本会長    はい、ご異議ないようでございますので、調整案原案のとおり確認と決

定させていただきます。 

        以上で予定いたしました案件終わるわけでありますが、誠に申し訳ござ

いません。実は冒頭にご審議いただきまして、継続と決定になっておりま

す町名の件でありますが、継続と決定いたしましたけれども、お許しを願

うなれば、追加議案として小委員会の立ち上げだけ今日お認めいただけれ

ば、後の運びが非常によろしいかなというふうに思いまして、不手際でご

ざいますけれども、追加提案１件だけお願いしたいわけでありますが、い

かがでございましょうか。小委員会の立ち上げだけをお願いさせていただ

きたい。そうしませんと次回３月に小委員会立ち上げになりますと、完全

に１月ずれてきますので、できますれば今日お認め、そして構成をしてい

ただければ、早速にも小委員会立ち上げて、取組について動いていただけ

ますので、さようにさせていただきたいと思いますが。ご異議ございます

まいか。 

 

全委員     異議なし。 

 

山本会長    はい、ありがとうございます。では早速事務局から追加議案を配布させ

ていただきます。 

       （追加議案配布） 

        お手元に届きましたでしょうか。 

        それではご承認をいただきましたので、追加として議案第７号という形

で出させていただきます。新町名候補選定小委員会の設置について、これ

を議題として、事務局から説明申し上げますのでご審議のうえ、ご承認を

いただきたいと思います。事務局お願いします。 

 

松本班長    ご存知のように合併協議につきましては、今後５カ月程度で全項目を確

認していかなければならないというふうな状況があります。その関係で本

日協議第３号ということで提案をしておりました「新町の名称について」

ですけれども、なかなか決まらないいうふうな状況ですので、これについ

ては次回決定するかどうかも、ちょっと見通しがたたない状況でありまし

たので、新町名を選定する小委員会を設置して、その場で協議をしていた

だきたいということで提案をするものであります。 

        議案第７号新町名候補選定小委員会の設置について提案をいたします。

資料の３枚目になりますが、設置要綱(案)を、掲げておりますので読み上

げます。   

  （設置）第１条 広見町・日吉村合併協議会（以下「協議会」という。）
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に新町名候補選定小委員会（以下「小委員会」という。）を設置する。 

 （所掌事項）第２条 小委員会は、次の各号に掲げる事項について、調査

又は審議を行うものとする。(1) ２町村が合併した場合における新町の名

称（以下「新町名」という。）の候補の選定 (2) 新町名の選定基準に関

すること。(3) 賞品及びその贈呈対象者の決定方法に関すること。(4) そ

の他、新町名の選定に関し必要な事項  

（組織）第３条 小委員会は、協議会小委員会規程第３条第１項の規定に

基づき、次に定める委員８人で構成する。(1) 規約第７条第１項第３号に

定める委員 各町村１人 (2) 規約第７条第１項第４号に定める委員 各

町村３人 

       （その他）第４条 この要綱に定めるもののほか、小委員会の運営に関し

必要な事項は、会長が別に定める。 

        附則 この要綱は、平成１６年２月５日から施行するというものであり

ます。 

        お認めいただきましたら次のページに小委員会名簿をつけておりますの

で委員の選出方よろしくお願いしたらというふうに思います。 

        新町名称については、できましたら６月頃には決定をしないと調印等の

スケジュールに支障をきたすということになりますので、その点ご了解の

うえよろしくお願いをしたらというふうに思います。 

 

山本会長    以上で説明が終わりましたが、最後に参考資料として付けておりますの

で、お目通しいただければありがたいと思います。設置についてはご異議

ないと思いますが、いかがでございましょうか。小委員会の設置、ご承認

いただけますか。 

 

全委員     異議なし。 

 

山本会長    はい、ありがとうございます。それでは設置をお認めいただきましたの

で、早速に広見町・日吉村から４名ずつの小委員をご選任いただきたいわ

けでございます。しばらく休憩いたします。 

（休憩） 

 

山本会長    再開をさせていただきます。選考いただきましたので、広見町の方から

事務局発表していただきたいと思います。 

 

松本班長    それではそれぞれの町村から報告がありましたので、改めて報告いたし

ます。３号委員といたしまして広見町松田八重子委員、日吉村山崎保委

員、４号委員といたしまして広見町から二宮建一委員、山下一子委員、岩

本益太郎委員、次に日吉村から渡辺文恵委員、宮本幸孝委員、宮本芳春委

員以上８名の方々でございます。 

 

山本会長    ただいま発表のとおり決定されました。お手数でございますが早速に委
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員長と副委員長をご選任いただけたら、次回の招集がスムーズにいくと思

うのですが、恐縮でございますが早速に休憩もう一度とりますので、今の

方々でご選考お願いしたいと思います。 

       （休憩） 

 

山本会長    お待たせいたしました。休憩前に引き続き会議を開きますが、事務局の

方から委員長と副委員長さん発表していただきたいと思います。 

 

松本班長    それでは発表をいたします。委員長に日吉村の宮本幸孝委員、副委員長

に広見町の松田八重子委員が選任されましたのでご報告いたします。 

 

山本会長    はい、以上のとおりでございます。大変お手数煩わしますけれども、よ

ろしくお願いしたいと思います。できるだけ早く第１回の小委員会開いて

いただきまして、今後の取組についてのご審議を賜ればありがたいと思い

ます。 

        それでは以上で議案を全て終わりますが、その他として次回のこの協議

会の日程調整を行いたいと思います。お手元の資料のとおりでございまし

て、３月はお互いに定例議会をもっておりますので、それまでにというふ

うに考えておりまして、実は第１木曜日考えましたけれども、既に広見町

におかれましては議会を開始されるというふうな運びになっておりますの

で、９日火曜日でありますが午後２時から広見町民会館で開かせていただ

く、いうふうに考えているわけであります。議会中でございますが、どう

ぞ日程調整お願いいたしましてよろしくお願いしたいと思います。 

        それでは以上で会議終わるわけでありますが、閉会に当たりまして副会

長の松浦町長さんのほうから御挨拶をいただきたいと思います。 

 

松浦副会長   失礼をいたします。大変たくさんの協議事項しかも重要な案件がござい

ました。長時間にわたりまして大変お疲れでございました。本当に真剣な

協議の中に何か温かみを感じながら、閉会のあいさつをさせていただくこ

と大変うれしく思っております。今後ともこういった気持ちで是非１町１

村の合併が予定どおり進みますように、皆さん方のご協力をお願いしなが

ら、我々もまた精一杯情報をオープンにして住民の皆さん方すべてにやは

り深い関心をもっていただくような努力もしながら頑張っていきたいと思

います。よろしくお願いをいたしまして、閉会とさせていただきます。あ

りがとうございました。 

 

家森次長    以上をもちまして本日の会議日程全てを終了いたしました。どうもお疲

れ様でした。 
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